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鳥獣被害対策
～農作物を 生活を 守るため～

◎特集
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特
　
集 ～農作物を　生活を　守るため～鳥獣被害対策

今月号の表紙
　今月号の表紙は、「第29回
ふくしま駅伝」の様子です。
レースの流れをつかむ重要
な第１区を、区間２位の好
成績で走り抜けた水

み ず

沼
ぬ ま

梨
り

香
か

子
こ

選手（学法石川高２年）
が、第２区の阿

あ

部
べ

拓
た く

弥
や

選手
（同高３年）にたすきをつ
なぐ瞬間をとらえました。
　個人成績などは、市ホー
ムページで紹介しています。
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男：30,391人
女：30,837人
計：61,228人（24）
世帯数：23,433世帯（32）
※（　）の数字は前月比

市の人口と世帯数（11月１日現在）

今月の納期限／12月25日㈪まで

◇固定資産税（第３期）
◇国民健康保険税（第６期）
◇介護保険料（第６期）
◇後期高齢者医療保険料（第５期）

１月の日曜窓口

　一部証明書の発行や市税の納付などの手続きを
受け付けます。取り扱い業務については、事前に
お問い合わせください。
◇時間／午前８時30分～正午
◇期日／８日㈷・14日㈰・21日㈰・28日㈰

問本庁舎市民課　内2154

編集・発行／白河市秘書広報課
〒 961-8602　福島県白河市八幡小路 7-1 ☎� 1111( 代 )/Ｆａｘ� 2577/ Ｅメール hisho@city.shirakawa.fukushima.jp

最新の情報をチェック

《白河市ホームページ》 《白河市公式ページ》

旬な話題をチェック

「広報しらかわ」は市ホームページでもご覧になれます。市営住宅の募集

　市営住宅の募集は毎月15日に発表し
ています。詳しくは市ホームページを
ご覧ください。

問本庁舎建築住宅課　内2262
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農
林
作
物
の
鳥
獣
被
害
が
後
を
絶

ち
ま
せ
ん
。
狩
猟
人
口
減
少
な
ど
の

影
響
に
よ
り
、
野
生
動
物
の
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加
し
た
た
め
だ
と
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え
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れ
て

い
ま
す
。

　
今
月
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で
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、
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害
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獣
と
日
々
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「
白
河
市
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獣
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対
策
実
施

隊
」
と
、
市
の
対
策
事
業
に
つ
い
て

特
集
し
ま
す
。
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東分隊隊長

　東地域ではカラスによる被害が最も多く、葉物野菜
や果物の食害に限らず、ブロッコリーの苗などを、植
えているそばから引っこ抜いてしまうようなイタズラ
もします。また、ハクビシンによるトウモロコシの食
害や、カモが田植え後の苗を倒す被害も出ています。
　隊長が被害や目撃情報をもとに市の担当者と打ち合
わせ、捕獲許可申請などを行います。隊の活動は、土
日早朝５時30分から７時まで行い、隊員はその日の
被害状況に応じて、３～４人１組で各捕獲場所に向か
います。しかしカラスの数は年々増えていて、いくら

深
ふか

谷
や

　吉
よし

正
まさ

さん　隊長歴11年（隊員歴46年）

隊の存続が心配です
若い世代の方の入隊を

捕獲しても被害が減らないのが現状です。
　安全面から、隊員の活動範囲には限りがあります。
住宅地や自宅の敷地内などでは、電気柵やわなの設置
など、皆さんの自衛による対策をお願いします。
　隊員の高齢化が進み、隊の存続が心配です。若い方
にも関心を持ってもらい、隊に加わってもらえればと
思います。また、隊員は地域の役に立ちたいという思
いで活動しています。早朝の活動となりご迷惑をお掛
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
※わなの設置には、原則わな猟免許取得が必要です。

※

　大信地域では、東日本大震災に伴う原発事故以来、
イノシシの目撃や被害がかなり増えました。特に、モ
チ米やジャガイモ・カボチャの食害が多いです。
　狩猟期間以外は、２名体制で毎日パトロールをして
います。各地に仕掛けたわなを３日おきに見て回った
り、連絡のあった被害者のもとに駆け付け、被害状況
の調査や捕獲方法を確認したりします。必要であれば、
被害対策のアドバイスもします。
　イノシシの捕獲では「くくりわな」を使用します。
小さな仕掛けを踏むことでワイヤーに足を取られる仕

経験から得た知識を伝え
捕獲技術向上に努めたい

組みなので、少しでも位置がずれるとわなは作動しま
せん。けもの道はもちろんのこと、イノシシの生態や
歩き方・歩幅に至るまで熟知していないと、捕獲する
ことはできません。これまでの経験から得た知識を、
研修会などで市内外の方に伝える活動もしています。
　鳥獣被害対策には、鳥獣の住みかをなくすことが大
切です。自宅周りや農地に、餌となる残飯や野菜くず
などを放置しない、農地と山林原野の境界の下刈り除
草を行う、電気柵を活用するなど、皆さんのご協力を
お願いします。

松
まつ

本
もと

　広
こう

吉
きち

さん　隊長歴20年（隊員歴55年）

大信分隊隊長

表郷分隊隊長

　「鳥獣捕獲は一人でできるものではなく、仲間とい
かに協力して行うかが大事」だということを、50年
の狩猟経験から学びました。隊長として日頃から「隊
員の輪」を大切にしています。
　表郷地域では、社

やしろ

川
が わ

の南側を中心にイノシシやカラ
スの被害が多く、食害のほか、イノシシは土手や田畑
を荒らしたり、車との接触事故も起きていて、大変危
険です。カラスは牛の背中をつついて怪

け

我
が

を負わせた
りもします。そのため、隊員は土日を中心に２人１組
でパトロールを行い、捕獲活動をします。被害には至

小
お

山
やま

　定
さだ

男
お

さん　隊長歴３年（隊員歴７年）

実施隊の活動に対する
ご理解をお願いします

りませんが、シカやサルの目撃情報も寄せられていま
すので、今後は、それらの生態や活動場所も勉強しな
ければならないと感じています。
　農作物被害を減らすために、有害鳥獣捕獲は欠かせ
ません。実施隊の捕獲活動により、田畑・山林や民家
近くでも大きな発砲音が聞こえますが、隊員は必ず矢
先を確認して発砲するようにしています。発砲音がす
ると危険だと感じる方もいるかと思いますが、民家方
向には絶対に発砲しませんので、ご安心いただければ
と思います。

白河分隊隊長

　友人の父から猟銃を譲り受けたのをきっかけに狩猟
を始め、隊員になりました。被害に遭った現場を見る
と、本当にひどいものです。「１人でも多くの農家さ
んの役に立ちたい」という思いから、今まで活動して
きました。
　白河地域ではイノシシとハクビシンによる被害が多
いため、小田川方面と白坂・旗宿方面に分かれ、週４
回２～３人体制で、約120か所に仕掛けたわなの確認
を中心にパトロールしています。
　近年、住宅の庭先でも、家庭菜園の作物やユリの球

渡
わた

邉
なべ

　正
ただし

さん　隊長歴12年（隊員歴34年）

鳥獣被害は増える一方です
なんとかしなければ

根などを狙いに来たイノシシが目撃されています。人
的被害につながる恐れもありますので、自己防衛を心
掛けてください。菜園周りに紐

ひ も

を張るだけでも効果が
あります。ぜひお試しください。
　狩猟人口の減少に伴い、鳥獣個体数は増え続けてい
ます。繁殖力も強くなっているので、被害は増える一
方です。また、隊員の高齢化が進んでいます。若い世
代の方が加わらないと、隊の活動を維持するのが難し
くなります。何か対策を打たなければならないと感じ
ています。
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市
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
に
よ
る

捕
獲
数

鳥獣被害対策実施隊　市内４分隊

被
害
・
目
撃
情
報
通
報
か
ら

実
施
隊
の
活
動
の
流
れ

分隊長に聞く

《カラス捕獲数》 《ハクビシン捕獲数》 《イノシシ捕獲数》

※東地域は、H27に１頭のみ。
※県事業により捕獲した数は含まない。
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大信

※表郷・大信地域は、Ｈ25～Ｈ28に
　おける捕獲実績なし。

※東地域が多い傾向にある。
※被害報告に基づき捕獲許可を出すた
　め、捕獲実績のない年もある。

①
市
へ
被
害
・
目
撃

　
情
報
の
通
報

②
担
当
職
員
に
よ
る

　
聞
き
取
り
調
査

③
担
当
職
員
と
隊
長
（
隊
員
）
が
現
場

　
を
確
認

④
捕
獲
活
動
が
で
き
る
地
区
（
鳥
獣
保

　
護
区
・
特
定
猟
具
使
用
禁
止
区
域
以

　
外
）
で
あ
る
こ
と
を
確
認
後
、
市
が

　
鳥
獣
捕
獲
許
可
を
出
し
、
隊
員
に「
鳥

　
獣
捕
獲
従
事
者
証
」
を
交
付

⑤
実
施
隊
が
捕
獲
活
動
を
行
う

⑥
市
に
報
告
す
る
た
め
捕
獲
状
況
（
日

　
に
ち
・
場
所
・
数
な
ど
）
を
記
録
し
、

　
焼
却
・
埋
設
に
て
処
分

　今年４月に「白河市鳥獣被害対策実施隊」と名称を改めた市内４分隊。
市と隊員との連携を強化するため、市職員も隊員に加わり、より一層の
鳥獣捕獲推進を図っています。時に命がけで捕獲活動を行う実施隊の各
隊長に、被害の現状と活動内容などについて聞きました。

Ｈ25 Ｈ25 Ｈ25Ｈ26 Ｈ26 Ｈ26Ｈ27 Ｈ27 Ｈ27Ｈ28 Ｈ28 Ｈ28



助成事業活用者に聞きました助成事業活用者に聞きました

仁
に

平
へい

　英
ひで

敏
とし

さん

■狩猟免許取得のきっかけ
　義理の叔父の影響です。以前から
たびたび叔父の狩猟に同行し、捕獲
した野鳥を使った料理を食べたりし
ていたので、興味がありました。
■免許を取得して
　試験日や会場が限られるため、仕
事をしながら免許を取るのは大変で
したが、費用面での助成はありがた
かったです。また、試験に関する情
報が無く不安でしたが、銃砲店の方
が詳しく教えてくれたので助かり

ました。この経験から、狩猟に興味
を持った方が何から始めたらよいか、
何にどれだけ費用と時間がかかるの
か、インターネットなどで気軽に調
べられると、若い方も始めやすいの
ではないかと思いました。
■今後の目標
　隊員の高齢化など、実施隊が抱え
る問題は叔父からも聞いています。
いつか私も隊員として地域の役に立
てるよう、これから狩猟経験を積ん
でいきたいと思っています。

いつか隊員として活動したい

第一種狩猟免許取得

■電気柵設置前の被害状況は？
　ここ２、３年は特に被害が多く、
ジャガイモ・トウモロコシ・米・ユ
リの球根…。一年中被害に遭ってい
ました。サツマイモの収穫時期には、
毎晩のように畑が荒らされたことも
ありました。
■電気柵を設置してみて
　ソバを20アール（約2,000㎡）栽
培していますが、イノシシの被害に
よりほとんど収穫できませんでした。
電気柵を設置してから、被害はあり

ません。また、電線を地表近くから
張ることにより、ハクビシンやタヌ
キなどの被害も防げました。
　電気柵はとても効果があるので、
周りの農家さんも設置を検討してい
るようです。
■市の電気柵購入助成事業について
　電気柵はとても高価なので、市が
その購入費用の一部を助成してくれ
るのは、大変助かります。申請方法
も分かりやすく、設置を進めるきっ
かけにもなりました。 鈴

すず

木
き

　茂
も

吉
きち

さん

電気柵の効果は大きい

電気柵設置
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実
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隊
に
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獲
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に
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被
害
の
多
い
農
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農
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電
気
柵
を
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す
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で
、
被
害
を
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え
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が
で
き
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す
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市
で
は
昨
年
度
か
ら
、
市
内
の
農
林

作
物
生
産
者
を
対
象
に
、
電
気
柵
購

入
経
費
の
３
分
の
１（
上
限
額
は
５
万

円
・
千
円
未
満
切
り
捨
て
）
を
助
成
し
、

普
及
に
努
め
て
い
ま
す
。
昨
年
度
は
24

件
、
今
年
度
は
60
件
の
申
請
が
あ
り
ま

し
た
。

　
な
お
、
今
年
度
の
申
請
受
付
は
終
了

し
て
い
ま
す
の
で
、
助
成
を
希
望
さ
れ

る
方
は
、
来
年
度
以
降
の
申
請
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
環
境
省
に
よ
る
と
、
昭
和
50
年
に
約

52
万
人
い
た
全
国
の
狩
猟
免
許
所
持
者

は
、
平
成
７
年
に
約
25
万
人
と
半
減
し
、

そ
の
後
も
減
少
し
続
け
、
平
成
26
年
に

は
約
19
万
人
と
な
り
ま
し
た
。
県
猟
友

会
白
河
支
部
の
会
員
数
も
5
年
前
と
比

べ
て
２
割
以
上
減
り
、
平
成
28
年
度
は

１
２
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し
た
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ノ
シ
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野
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鳥
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加
し
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農
作
物
な
ど
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増
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す
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こ
う
し
た
危
機
的
状
況
を
食
い
止
め

よ
う
と
、
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
捕
獲

の
担
い
手
と
な
る
人
材
の
確
保
の
た
め
、

新
た
に
狩
猟
免
許
を
取
得
し
た
方
を
対

象
に
、
そ
の
免
許
取
得
に
か
か
っ
た
費

用
（
講
習
会
受
講
料
・
狩
猟
免
許
試
験

申
請
手
数
料
）
の
全
額
助
成
を
開
始
し

ま
し
た
。
ま
た
、
県
で
も
、
40
歳
未
満

の
方
を
対
象
と
し
た
若
手
狩
猟
者
確
保

事
業
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
免
許
取

得
を
検
討
中
の
方
は
、
こ
れ
ら
の
事
業

を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
市
で
は
、
農
林
作
物
の
被
害
対
策
や
、

狩
猟
に
関
す
る
相
談
を
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
農
林
整
備
課　
内
２
２
２
９

市の被害対策
　増え続ける鳥獣被害の対策事業として、市では、昨年度から電気柵購
入経費の一部助成を行っています。
　さらに今年度から、狩猟人口の増加を図るため、銃やわななどの狩猟
免許取得費用の助成を始めました。

▲水田周りに設置した電気柵

　
各
講
習
会
や
試
験
は
、
県
内
で
年
に
数
回
開
催
さ
れ
ま
す
。

猟
銃
所
持
許
可
取
得
ま
で
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
の
で
、

狩
猟
免
許
取
得
と
並
行
し
て
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
取
得
免
許
や
所
持
猟
具
の
種
類
に
よ
っ
て
手
続
き

方
法
な
ど
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
各
機
関
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

狩
猟
免
許
取
得

猟
銃
所
持
許
可
取
得

問
県
南
地
方
振
興
局
県
民
生
活
課

☎
�
１
５
４
８　
　
　
　
　
　

問
白
河
警
察
署
☎
�
０
１
１
０

❶
狩
猟
免
許
試
験
初
心
者

　
講
習
会
の
受
講

受
講
料　
４
、０
０
０
円

❷
狩
猟
免
許
試
験

　
狩
猟
免
許
は
、
猟
法
ご
と

に
４
種
類
あ
り
ま
す
。

▽
第
一
種
銃
猟
免
許

（
散
弾
銃
・
ラ
イ
フ
ル
銃
）

▽
第
二
種
銃
猟
免
許

（
空
気
銃
）

▽
わ
な
猟
免
許

▽
網
猟
免
許

手
数
料　
各
免
許
に
つ
き

５
、２
０
０
円

❸
狩
猟
免
状（
免
許
）取
得

①
猟
銃
等
講
習
会
の
受
講

受
講
料　
６
、８
０
０
円

②
講
習
終
了
証
明
書
交
付

③
射
撃
教
習
資
格
認
定
申
請

手
数
料　
８
、９
０
０
円

④
射
撃
教
習
資
格
認
定
証

　
交
付

⑤
射
撃
教
習

費
用　
約
３
０
、０
０
０
円

⑥
教
習
終
了
証
明
書
交
付

⑦
猟
銃
所
持
許
可
申
請

手
数
料　
１
０
、５
０
０
円

⑧
猟
銃
所
持
許
可
証
交
付

⑨
猟
具（
猟
銃
・
わ
な
・
網
）

　
の
所
持

⑩
狩
猟
者
登
録
お
よ
び　

　
福
島
県
猟
友
会
に
入
会

登
録
手
数
料　
１
、８
０
０
円

＋
福
島
県
猟
友
会
入
会
金

狩
猟
税

▽
第
一
種
銃
猟

（
所
得
に
よ
る
減
額
あ
り
）

１
６
、５
０
０
円

▽
第
二
種
銃
猟

５
、５
０
０
円

▽
わ
な
・
網
猟

（
所
得
に
よ
る
減
額
あ
り
）

８
、２
０
０
円

※
こ
の
ほ
か
、
損
害
賠
償
保

　
険
加
入
な
ど
が
必
要
で
す
。

《
狩
猟
経
験
３
年
以
上
》

　
※
わ
な
猟
免
許
取
得
者
は
、

　
　
　
こ
の
限
り
で
は
な
い

⑪
福
島
県
猟
友
会
白
河
支

　
部
の
推
薦

◎
実
施
隊
入
隊

銃猟免許取得後
の射撃練習経費
助成あり
（上限10,000円）

40 歳未満を対
象とした、狩猟
を始めるための
経費助成あり
（上限40,000円）

助成あり
市

助成あり
市

県
県

猟銃所持許可取
得のための経費
助成あり
（上限30,000円）

県
　狩猟を始めるまでには、各種手続き
に約10万円かかりますが、そのほとん
どを市や県の助成でまかなうことがで
きます。
　これらの制度を上手に活用して、狩猟
免許取得にチャレンジしてみましょう！



第
23
回
中
山
義
秀
文
学
賞
公
開
選
考
会

梓あ
ず

澤さ
わ

要か
な
め

さ
ん
の
「
荒あ

ら

仏ぶ
っ

師し

運う
ん

慶け
い

」
が
受
賞▲辛辣な意見も飛び交った公開選考会の様子

　
11
月
12
日
、
新
白
信
ビ
ル
（
立
石
）
で

『
第
23
回
中
山
義
秀
文
学
賞
公
開
選
考

会
』
が
開
催
さ
れ
、
全
国
で
も
ま
れ
な
公

開
選
考
に
よ
る
文
学
賞
決
定
の
瞬
間
を
見

よ
う
と
、
約
１
７
０
人
の
文
芸
フ
ァ
ン
が

来
場
し
ま
し
た
。

　
作
家
の
高た

か

橋は
し

義よ
し

夫お

さ
ん
・
竹た

け

田だ

真ま

砂さ

子こ

さ
ん
・
中な

か

村む
ら

彰あ
き

彦ひ
こ

さ
ん
、
文
芸
評
論
家
の

清き
よ

原は
ら

康や
す

正ま
さ

さ
ん
の
選
考
委
員
が
、
27
の
応

募
作
品
か
ら
最
終
選
考
に
残
っ
た
３
作
品

を
講
評
し
、
選
考
の
結
果
、
平
安
か
ら
鎌

倉
時
代
に
活
躍
し
た
天
才
仏
師
運
慶
の
一

生
を
描
い
た
、
梓
澤
要
さ
ん
の
「
荒
仏
師

運
慶
」
が
受
賞
し
ま
し
た
。

ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
「
白
河
」

５
市
町
村
で
導
入
目
指
す

▲要望書を鈴
すず
木
き
正
まさ
晃
あき
副知事（右）へ手渡す鈴木市長

　
11
月
７
日
、
鈴
木
市
長
が
、
本
市
と
西

白
河
郡
の
矢
吹
・
西
郷
・
泉
崎
・
中
島
の

４
町
村
を
代
表
し
、ご
当
地
ナ
ン
バ
ー「
白

河
」
を
導
入
す
る
た
め
の
要
望
書
を
県
に

提
出
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
国
で
は
地
域
名
の
ほ
か
、
図
柄

も
追
加
で
き
る
新
ナ
ン
バ
ー
を
導
入
す
る

地
域
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
５
市
町
村
は
、

9
月
に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
な
ど

を
踏
ま
え
、
広
域
的
な
観
光
・
地
域
振
興

促
進
の
た
め
、
ご
当
地
ナ
ン
バ
ー
導
入
に

向
け
た
活
動
を
本
格
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
今
後
、
県
と
協
力
し
、
２
０
２
０
年
の

交
付
開
始
に
向
け
、
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

第
22
回
ふ
る
さ
と
白
河
表
郷
ま
つ
り

晴
天
の
も
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る

▲親子でティーボールバッティングに挑戦する様子

　
11
月
５
日
、
表
郷
総
合
運
動
公
園
（
表

郷
金
山
）
で
『
第
22
回
ふ
る
さ
と
白
河
表

郷
ま
つ
り
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
恒
例
の
「
テ
ィ
ー
ボ
ー
ル
飛
距
離
王
決

定
戦
！
」
に
は
約
90
人
が
挑
戦
し
た
ほ
か
、

福
島
ホ
ー
プ
ス
の
選
手
も
参
加
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
そ
ば
な
ど
の
出
店
が
並
び
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
び
ゃ
っ
こ
い
連
に

よ
る
阿
波
踊
り
や
、
ダ
ル
ラ
イ
ザ
ー
シ
ョ

ー
、
人
気
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
ひ
と
り
ぼ
っ

ち
秀ひ

で

吉き
ち

バ
ン
ド
」
の
演
奏
な
ど
多
彩
な
催

し
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
来
場
者
は
笑
顔
で

楽
し
み
ま
し
た
。

第
21
回
し
ら
か
わ
音
楽
の
祭
典
「
市
民
音
楽
祭
」

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
と
共
有▲ジョイントステージで交響詩「フィンランディア」を演奏する様子

　
11
月
４
日
、
コ
ミ
ネ
ス
で
『
第
21
回
し

ら
か
わ
音
楽
の
祭
典
「
市
民
音
楽
祭
」』

が
行
わ
れ
、
小
・
中
学
校
、
高
校
、
一
般

の
27
団
体
が
合
唱
や
合
奏
な
ど
を
披
露
し
、

音
楽
の
素
晴
ら
し
さ
を
市
民
と
共
有
し
ま

し
た
。

　

第
６
回
日
本
学
校
合
奏
コ
ン
ク
ー
ル

２
０
１
７
全
国
大
会
グ
ラ
ン
ド
コ
ン
テ
ス

ト
に
出
場
し
た
中
央
中
器
楽
部
と
、
同
校

特
設
声
楽
部
、
白
一
小
器
楽
ク
ラ
ブ
と
、

同
校
特
設
合
唱
ク
ラ
ブ
に
よ
る
ジ
ョ
イ
ン

ト
ス
テ
ー
ジ
の
演
奏
で
は
、
荘
厳
さ
と
厚

み
の
あ
る
ハ
ー
モ
ニ
ー
が
、
来
場
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

第
23
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
が
し
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

ラ
ジ
オ
か
ら
地
域
の
魅
力
を
発
信▲五合飯早食い大会の様子

　
11
月
３
日
、
東こ

風ち

の
台
運
動
公
園
（
東

釜
子
）
で
『
第
23
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
ひ
が
し

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
多
く
の
出
店
が
並
び
、
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
は
釜
子
小
や
小
野
田
小
、
東

中
の
児
童
生
徒
た
ち
に
よ
る
演
奏
の
ほ
か
、

恒
例
の
「
五
合
飯
早
食
い
大
会
」
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
男
女
約
20
人
が
山
盛
り
の

ご
飯
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
会
場
を
沸
か
せ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
ひ
が
し
商
工
会
青
年
部
が
50
周

年
を
記
念
し
て
「
ふ
く
し
ま
F
M
公
開
収

録
」
を
行
い
、
東
地
域
の
魅
力
を
発
信
し

ま
し
た
。

戊
辰
百
五
十
周
年
記
念
講
演

元
N
H
K
ア
ナ
松
平
氏
が
戊
辰
を
語
る▲講演の様子。「その時歴史が動いた」などで知られる松平氏

Topicｓ
　
10
月
25
日
、
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）
で

『
戊
辰
戦
争
百
五
十
周
年
記
念
講
演
』
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
元
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
松ま

つ

平だ
い
ら

定さ
だ

知と
も

氏
が
白
河
地
方
の
歴
史
を
解
説
し
な
が
ら
、

戊
辰
戦
争
に
対
す
る
持
論
を
展
開
し
、
訪

れ
た
約
２
５
０
人
の
聴
衆
は
、
当
時
の
白

河
に
思
い
を
馳は

せ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
「
戊
辰
戦
争
に
学
ぶ
、
地
域
の

心
、掘
り
起
こ
し
事
業
（
白
河
か
ら
棚
倉
）」

の
一
環
で
、
11
月
26
日
に
は
、
棚
倉
町
で
、

白
河
口
の
戦
い
を
描
い
た
著
書
を
も
つ
聖

パ
ウ
ロ
国
際
大
教
授
の
穂ほ

積づ
み

忠た
だ
し

氏
に
よ

る
講
演
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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平
成
28
年
度
決
算
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皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
が
、
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
、

市
の
貯
金
や
借
入
金
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
な
ど
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め

に
、
市
で
は
毎
年
６
月
と
12
月
に
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
平
成
28
年
度
決
算
の
概
要
と
現
在
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

一般会計

　平成28年度の決算は、歳入総額431億8,495
万６千円に対し、歳出総額415億8,784万６千
円で、差引き15億9,711万円の「黒字」となり
ました。
　なお、翌年度に繰り越す事業の財源３億
4,648万円を差し引いた実質収支額は、12億
5,063万円となり、平成29年度以降の財源とし
て、各種事業への活用や積み立てを行います。

　一般会計は、教育や福祉、道路整備など、市の行政運営の基本的な事業を行う会計です。

■１人・１世帯当たりの市税の負担と使われたお金

■財政の健全化判断指標

※平成28年度末の住民基本台帳人口・世帯数で算出
　▷人口：61,751人　▷世帯：24,174世帯

市　税 市民税、固定資産税など 86億5,890万円

地方譲与税
・交付金

国や県が徴収した税から一定の割
合で配分される交付金 15億3,953万4千円

地方交付税
標準的な行政サービスを行うため
に必要な財源の不足分を、国が地
方に配分する交付金

79億9,102万1千円

国・県
支出金

特定の事業に対して国や県から支
出される補助金など 155億5,087万3千円

市　債 市の借入金 46億7,790万円

その他 使用料・手数料・繰入金・繰越金
など 47億6,672万8千円

総務費 市税の徴収・庁舎の維持管理など 45億4,693万2千円

民生費 高齢者福祉や児童福祉、保育園運営、
生活保護など 80億2,818万1千円

衛生費 各種検診や予防接種、除染事業、ご
み処理など 88億7,159万9千円

土木費 道路の舗装や維持補修、河川や公園
の管理など 30億5,328万6千円

教育費 幼稚園、小･中学校の学校教育、社会
教育や文化財の保護など 79億904万6千円

災害復旧費 災害によって生じた被害の復旧など 11億7,598万1千円

公債費 借入金の返済 33億5,653万9千円

その他 農林水産業費、消防費、商工費など 46億4,628万2千円

公営企業会計

区　分 収　入 支　出

水道事業

　収益的 13億6,876万9千円 11億6,469万円

　資本的 4億725万9千円 8億9,084万1千円

工業用水道事業

　収益的 5,987万9千円 5,987万9千円

　資本的 405万9千円 3,846万2千円

特別会計

区　分 歳入決算額 歳出決算額
国有林野払受費 18万3千円 18万3千円

教育財産 60万3千円 60万3千円

小田川財産区 495万4千円 495万4千円

大屋財産区 66万5千円 66万5千円

樋ヶ沢財産区 510万2千円 510万2千円

土地造成事業 2,284万5千円 2,284万5千円

国民健康保険 77億2,487万2千円 74億3,459万2千円

後期高齢者医療 5億5,409万9千円 5億4,971万7千円

介護保険 54億8,888万8千円 51億3,402万7千円

地方卸売市場 1,970万3千円 1,970万3千円

公共下水道事業 18億7,818万6千円 18億7,818万6千円

農業集落排水事業 8億1,104万3千円 8億1,104万3千円

個別排水処理事業 8,016万7千円 8,016万7千円

合　　　計 165億9,131万円 159億4,178万7千円

指　標 白河市 早期健全化基準
（黄色信号）

財政再生基準
（赤信号）

①実質赤字
　比率 赤字なし 12.62% 20%

②連結実質
　赤字比率 赤字なし 17.62% 30%

③実質公債
　費比率 9.7% 25% 35%

④将来負担
　比率 58.8% 350%

区　分 市民１人あたり １世帯あたり

市税の負担額 140,223円 358,191円

使われたお金
（うち、除染対策分）

673,476円 
（119,574円）

1,720,354円 
（305,445円）

①　一般会計を中心とした赤字の割合
②　一般会計、特別会計、企業会計の全ての会計の赤字の割合
③　年間の借入金返済額の割合（３か年平均）
④　将来の負担が見込まれる負債の割合

　市の貯金に当たる「基金」は、
安定した財政運営のため、積み
立てや取り崩しを行っています。
　平成28年度は、全体で３億
7,830万円の増となり、年度末
における残高は130億7,074万
円となっています。

　借入金返済額の財政規模に占
める割合を示す実質公債費比率
は、３か年平均で9.7％となり
ました。また、市の「健全化判
断比率」（P.11「財政の健全化判
断指標」参照）は、いずれも国
の基準値以内となり、健全な状
態で推移しています。

　学校や道路などは、次の世代
を含め、使う人みんなで公平に
負担していただくため、借入金
を活用しています。平成28年度
末の残高（臨時財政対策債を除
く）は、462億7,206万円とな
り、計画的に借入と返済を行っ
ています。

特別会計は、特定の収入で特定の事業
を実施するための会計です。

公共利益のため、市が経営
する公営企業の会計です。

H24 H25 H26 H27 H28

《実質公債費比率の推移》《市債・企業債の状況》 　《基金の状況》

一般会計

歳　入
431億

8,495万6千円

市税
（20.1％）

国・県支出金
（36.0％）

地方交付税
（18.5％）

市債
（10.8％） 地方譲与税・

交付金（3.6％）

その他
（11.0％）

歳　出
415億

8,784万6千円

災害復旧費
（2.8％）

民生費
（19.3％）

衛生費
（21.3％）

教育費
（19.0％）

公債費
（8.1％）

土木費
（7.3％）

総務費
（10.9％）

その他
（11.3％）

500
（億円）

470
480
490

468.8 465.0
451.7 455.0

440
450
460

420
430

400
410

● ●

● ●

130

（億円）

H24 H25 H26 H27

120

90.7

116.9
120.8

126.9

110

100

90

80

●

●
●

●

H24 H25 H26 H27 H28
（年度）（年度）（年度）

14

12.8

11.1

9.8
9.3

12

９

●

●

● ●

※値は３か年平均です

13

８

10

11

●

9.7

140

H28

●
130.7

●
462.7

問本庁舎財政課
　内 2333

市の財政状況は、
ホームページで公
表しています。

チェックする
わん！

市の借入金
だわん。

市の貯金だ
わん。

P.11「 財政の
健全化判断指標」
もチェック！

安心だわん。

（％）

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ１
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Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ２

区　分 人　数
平成28年４月１日現在職員数 534人
退職者数 28人
採用者数 38人
平成29年４月１日現在職員数 544人
増減数 10人

区　分 受診者数
定期健康診断（年１回） 361人
人間ドック（35歳以上で隔年） 157人
その他検診（子宮がん、乳がん） 128人
ストレスチェック（年１回） 710人
健康講座等（メンタルヘルス講習会） 69人

計 1,425人

区　分 受講者数
一般研修（ふくしま自治研修センター主催） 437人
能力開発研修（ふくしま自治研修センター主催） 10人
専門研修（日本経営協会、市町村アカデミー等主催） 20人
派遣研修（福島県、自治大学校等） 18人
自主研修（市主催） 37人

計 522人

区　分
20
歳
未
満

20
～
23
歳

24
～
27
歳

28
～
31
歳

32
～
35
歳

36
～
39
歳

40
～
43
歳

44
～
47
歳

48
～
51
歳

52
～
55
歳

56
～
59
歳

60
歳
以
上

計

職員数 ２
人

26
人

52
人

62
人

48
人

60
人

56
人

85
人

57
人

42
人

53
人

１
人

544
人

■職員数の状況 ■年齢別職員構成の状況

　分限処分とは、職員が勤務成績不良、心身の故障などの
ため十分責務を果たせない場合に、職員の意に反して行う
処分です。
（平成28年度）休職３人、降任・免職・降給該当者なし。

　懲戒処分とは、公務員にふさわしくない行為や果たすべ
き義務に違反した場合に、道義的責任を問い、公務におけ
る規律と秩序を維持することを目的として行う処分です。
（平成28年度）戒告・減給・停職・免職該当者なし。

■分限処分の状況 ■懲戒処分の状況

勤務時間
１日

７時間45分
（午前８時30分～午後５時15分）
※正午～午後１時は休憩時間

１週間 38時間45分

■勤務時間の状況

■介護休暇取得の状況■年次有給休暇取得の状況

（平成28年度）

（平成29年４月１日現在）

（平成29年４月１日現在）

※交替制勤務職員は別に規定

※職務の級および職制上の段階ごとの職員数
　状況については、市ホームページをご覧く
　ださい。

人事行政の運営等の状況を
お知らせします

職員の任免および職員数に関する状況

職員の分限および懲戒処分の状況

職員の研修の状況

職員の福祉および利益の保護の状況

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況

職員の休業に関する状況

職員の服務の状況
　職員は、法令等および上司の命令に従い、市民全体の奉
仕者として、その職務を遂行しなければなりません。服務
規律の確保のため、年末年始に加え、交通事故防止等に関
する通知を行い、職員へ周知徹底を図っています。

区　分
（一般行政職） 初任給 採用２年

経過
経験年数

10年 15年 20年

区
　
分

大学卒 　　　円
182,400

　　　円
194,500

　　　円
262,700

　　　円
304,400

　　　円
356,500

高校卒 　　　円
149,400

　　　円
161,100

　　　円
219,600

　　　円
261,900

　　　円
308,400

■職員の平均給料月額、平均給与月額および平均年齢の状況

■職員手当の状況

■職員の初任給、学歴別・経験年数別平均給料月額の状況

住民基本台帳
(H29.4.1)

歳出額
（Ａ） 実質収支 人件費

（Ｂ）
人件費比率
（Ｂ／Ａ）

人
61,892

　  　千円
41,569,616

　  　千円
1,240,404

　  千円
4,085,586

　  　％
9.8

■人件費の状況（普通会計決算）

職員数

（Ａ）
給与費 一人当たり

（Ｂ／Ａ）給料 職員手当 期末・勤勉手当 計(Ｂ)
　　　人

491
千円

1,848,488
千円

334,451
千円

721,832
千円

2,904,771
千円

5,916

■職員給与費の状況（普通会計決算）

区　分 給料月額 期末手当
市　長 1,030,000円

　　６月期　 1.55月
　　12月期 　1.65月
　　　　計    3.2月

副市長 815,000円
議　長 463,000円
副議長 406,000円
議　員 385,000円

■特別職の報酬等の状況

※「給与」は「給料」に「諸手当」を加えたものです。

（平成29年４月１日現在）

区　分 給　料 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

白河市
一般行政職 308,800円 372,115円 42.2歳
技能労務職 298,400円 300,366円 56.2歳

福島県
一般行政職 331,000円 416,157円 42.7歳
技能労務職 356,000円 397,364円 54.3歳

（平成29年４月１日現在）

（平成29年４月１日現在）

（平成29年４月１日現在）

問本庁舎総務課　内2317

　地方公務員法の改正に伴い、平成28年度から人事評価
制度を導入し、評価者を対象に実施方法および精度向上を
目的とした研修会を実施しました。

　地方公務員法の改正に伴い、平成28年４月１日から営
利企業等に再就職した元職員が、現職の職員に対し、在職
時の職務に関して、一定の影響力を背景に職務上の行為
（契約、許認可等）をするように、またはしないように要
求するなどの働きかけが禁止されました。また、元職員か
ら働きかけを受けた職員は、届出を行うよう義務化してい
ます。

■勤務条件に関する措置の要求の状況
（平成28年度）係属事案なし。新たな措置要求なし。
■不利益処分に関する不服申し立ての状況
（平成28年度）係属事案なし。新たな不服申し立てなし。

■育児休業取得の状況

職員の給与の状況

公平委員会の状況

職員の退職管理の状況

職員の人事評価の状況

手当名 支給額等

扶養手当
扶養親族の人数に応じて支給
《支給月額》
▷配偶者　10,000円　▷子　8,000円
▷父母等　6,500円

住居手当
借家に居住する場合にその家賃額に応じて支給
《支給月額》
　100円～ 27,000円

通勤手当

交通機関、自動車等を利用して通勤する場合にそ
の距離に応じて支給（片道２㎞以上）
《支給月額》
▷交通機関
　定期券の価格等の一定額　上限63,000円
▷自動車
　通勤距離に応じた額　上限43,400円

管理職手当
課長級以上の管理職員に支給
《支給月額》
　職に応じた額　40,500円～77,500円

期末勤勉
手当

▷支給日　６月30日、12月10日
▷年間支給月数　4.25月
　（６月期 2.075月、12月期  2.175月）
　※職務上の段階、職務の等級による加算措置有

退職手当

退職事由、勤続年数に応じて支給
区　分 自己都合 勧奨・定年

勤続20年 20.445月分 25.55625月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分

最高限度額 49.59月分 49.59月分
その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（２～20％加算）

時間外
勤務手当

▷支給実績（28年度普通会計決算）
　144,983千円
▷支給職員１人当たり平均支給年額(28年度決算)
　358千円

「白河市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、本市の職
員数、勤務条件、給与などをお知らせします。

（平成28年度）７人　※年度内における新規取得者

（平成28年度）認定件数　３件

（平成28年度）０人（平成28年１月～12月）
平均取得日数　8.2日

（平成28年度）

（平成28年度）

（平成28年度）

■福利厚生の状況

■公務（通勤）災害の状況
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ラウンジ　～様々な情報をお届け～

こ
た
つ
に
も
ぐ
る

と
同
時
に

座
布
団
を

ふ
た
つ
に

折
っ
て

ど
っ
こ
い
し
ょ

ご
ろ
ん

こ
た
つ
に

入
っ
と
き
は

漫
画
と

食
べ
物
を

用
意
し
て

も～は～こ～なっと、うごがんにぇ～よ

輝きの記録

ちょっといいはなし話題レポート

第29回ふくしま駅伝
白河市は総合第19位（市の部第10位）

　「第29回ふくしま駅伝」が11月19日に開催
されました。当日は寒風吹き荒れる中、白河市
のスタートから福島市のゴールまでの16区間
を選手が力走し、「たすき」をつなぎました。白
河市チームは、５時間25分39秒のタイムで総
合第19位（市の部第10位）の成績を収めました。

　10月27日、同園の佐
さ

々
さ

木
き

政
ま さ

美
み

さんが、ふくしま県GAP認
証第１号取得の報告に訪れまし
た。ふくしま県GAPは、食品の
安全性などに配慮して生産して
いる点を県が認証する制度です。

　11月13日、塩
し お

田
だ

仍
よ り

文
ふ み

さん（寺
小路）が、全国自治会連合会表
彰の受賞報告に訪れました。永
年にわたり、町内会長として、
地域活動の推進などに尽力さ
れたことが評価されたものです。

100歳
　おめでとうございます
國
く に

井
い

 アキさん（大信増見）
　　　　　大正６年11月８日生まれ

平
成
29
年

　
秋
の
叙
勲
・
褒
章

火災予防や防災に
尽力されました。

鶏の品種改良などに
尽力されました。

地域の治安維持向上に
尽力されました。

（市消防団副団長） （元家畜改良センター
総括作業長）

（元田島署地域課専門官）

平
ひら

久
く

江
え

 勝
かつ

志
し

さん 遠
えん

藤
どう

 康
やす

雄
お

さん堀
ほり

江
え

 務
つとむ

さん

藍綬褒章 瑞宝双光章瑞宝単光章

　
平
成
29
年
秋
の
叙
勲
・
褒
章
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
か
ら
は
、
３
人
の
方
が
こ
れ
ま
で
の
功
績
を
認
め
ら
れ

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

第６回日本学校合奏コンクール2017
全国大会グランドコンテスト出場

第48回ジュニアオリンピ
ック陸上競技大会出場

第67回全国小・中学校作文
コンクール中央審査会進出

A
オ ー ル

LL J
ジ ャ パ ン

APAN C
チ ア

HEER D
ダ ン ス

ANCE 
C
チ ャ ン ピ オ ン シ ッ プ

HAMPIONSHIP 2017出場

(左から)
器楽部代表の鈴

す ず

木
き

 李
り

花
か

子
こ

さん、
近
こ ん

藤
ど う

 真
ま

由
ゆ

さん(中央中３年)

小学校低学年の部 最優秀賞（県
審査）上

うえ

田
だ

 聖
まさ

翔
と

さん(白五小２年）

㈱日
に っ こ り ん

光林キノコ園の松きのこ
ふくしま県GAP認証を取得

全国自治会連合会表彰を
受賞

（11月18日／東京都渋谷区）

（11月５日／千葉県千葉市）

（10月27日～29日／神奈川県
横浜市）

(左から)
石
い し

橋
ば し

 寛
ひ ろ

子
こ

さん、渡
わ た

辺
な べ

 萌
も え

さん(光
南高３年)

(左から)
３年女子200ｍ 片

か た

山
や ま

 美
み

津
つ

希
き

さ
ん(中央中３年)、３年女子100
ｍヤングハードル 関

せ き

根
ね

 楓
か の ん

音さ
ん(白二中３年)

（59歳　板橋） （71歳　薄葉）（70歳　白坂）
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⃝

映
画
上
映
案
内

　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん
多
目
的
ホ
ー
ル

で
上
映
さ
れ
る
映
画
で
、
入
場
無
料
で
す
。

《
大
人
向
け
》

▽
内
容　
「
ク
リ
ス
マ
ス
ボ
ッ
ク
ス
２　

愛
は
時
を
越
え
て
」

▽
日
時　
12
月
20
日
㈬
／
午
後
６
時
～
７

時
40
分

▽
内
容　
「
初は

つ

蕾つ
ぼ
み

」

▽
日
時　
１
月
６
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
３
時
20
分

《
子
ど
も
向
け
》

▽
内
容　
「
ア
ラ
ジ
ン
と
魔
法
の
ラ
ン
プ
」

▽
日
時　
12
月
16
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

～
１
時
50
分

⃝

子
ど
も
向
け
催
し
案
内

《
ち
び
っ
こ
お
は
な
し
の
く
に
》

▽
日
時　
12
月
21
日
㈭
／
午
前
11
時
～
11

時
30
分

▽
対
象　
０
歳
～
３
歳
程
度

《
冬
の
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
12
月
23
日
㈷
／
午
前
11
時
～
正

午

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

《
お
は
な
し
会
》

▽
日
時　
１
月
13
日
㈯
／
午
前
11
時
～
11

時
30
分

▽
対
象　
３
歳
～
小
学
生
程
度

⃝

本
の
展
示

　
毎
月
、
季
節
に
合
わ
せ
た
本
を
展
示
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

《
大
人
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
ふ
り
か
え
り
２
０
１
７
」

　
い
よ
い
よ
師
走
、
今
年
も
残
り
わ
ず
か

と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
空
前
の
将
棋
ブ
ー
ム
や
、
日

本
出
身
の
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
氏
の
ノ
ー

ベ
ル
文
学
賞
受
賞
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　
何
か
と
気
ぜ
わ
し
い
時
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、
今
年
１
年
の
出
来
事
を
振
り
返
っ

て
２
０
１
８
年
を
迎
え
ま
せ
ん
か
？ 

話

題
に
な
っ
た
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

《
子
ど
も
向
け
》

▽
テ
ー
マ　
「
冬
を
あ
た
た
か
く
す
ご
そ

う
」

　
雪
だ
る
ま
や
、
そ
り
す
べ
り
、
温
か
い

食
べ
も
の
や
手
芸
な
ど
、
さ
む
～
い
こ
の

時
期
だ
け
の
楽
し
み
を
集
め
ま
し
た
。
読

書
で
心
を
ほ
っ
こ
り
さ
せ
て
冬
を
元
気
に

過
ご
し
ま
し
ょ
う
！

⃝

図
書
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

《
地
域
交
流
会
議
室
利
用
申
請
受
付
》

　
平
成
30
年
度
第
１
四
半
期
の
利
用
申
請

を
受
け
付
け
ま
す
。

▽
利
用
期
間　
平
成
30
年
４
月
～
６
月
分

▽
受
付
期
間　
１
月
５
日
㈮
～
14
日
㈰
／

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

※
申
請
は
受
付
窓
口
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

《
児
童
向
け
講
演
会
～
い
と
う
ひ
ろ
し
さ

ん
講
演
会
》

▽
日
時　
１
月
20
日
㈯
／
午
後
１
時
30
分

▽
会
場　
り
ぶ
ら
ん
地
域
交
流
会
議
室

▽
演
題　
「
え
ほ
ん
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ

て
く
る
の
？
」

▽
定
員　
２
０
０
人　
※
入
場
無
料

　
整
理
券
が
必
要
で
す
。
整
理
券
は
12
月

22
日
㈮
か
ら
各
図
書
館
の
開
館
時
間
中
に
、

サ
ー
ビ
ス
デ
ス
ク
で
配
布
し
ま
す
。
配
布

は
先
着
順
で
１
人
に
つ
き
１
枚
で
す
。

【年末年始の休館日】
12/29㈮～1/4㈭
※東図書館は12/28㈭～1/3㈬
※年末年始のブックポストは、
　ご利用できません。ご協力
　をお願いします。
【りぶらん】☎�3250
▷開館時間　
　平日／10：00 ～20：00　
　土・日・祝日／９：30 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日（祝日の
　場合は翌日）
【表郷図書館】☎�4784
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　火曜日、第１水曜日（祝日の
　場合は翌日も休み）、祝日
《おはなし、よんで！》
　毎週水・土曜日／随時　　
　※０歳～小学生対象
【大信図書館】☎�3614
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　月曜日、第１水曜日、祝日の
　翌日（祝日が金曜日のときは
　木曜日）
【東図書館】☎�1130　
▷開館時間　
　10：00 ～18：00
▷休館日　
　火曜日、毎月月末（祝日の
　場合は翌日も休み）、祝日

～新刊の一部を紹介～

実とタネ
キャラクター図鑑

多田 多恵子

　ふわふわ、ひらひら、ぱらぱ
ら、ぬれてる、かたいなどタネ
の特性によって分類され、分か
りやすいイラストとともに楽し
く紹介されています。

⃝一般図書

⃝児童図書

ぼくの村がゾウに襲われるわ
け。

岩井 雪乃

　野生のゾウは動物園で見るイ
メージとは異なり、村に大きな
被害をもたらします。野生動物
との共存とは、住民主体の自然
保護とはどういうことか考えて
みませんか。

デザイン歴史百科図鑑
エリザベス・ウィルハイド　編

角 敦子　訳

　産業革命以降のデザインにつ
いて、西洋の視点から体系的に
まとめられた１冊です。読後は、
自分のまわりのデザインのルー
ツや意味が見えてくるかもしれ
ません。

デコボコえほん くねくね！
小さい子どものための手遊び絵本

クレール・ズケリ・ローマー　作

　ゆびで色のついたみぞをなぞっ
てみよう。みぞをたどると、色々
な動きをします。自由にアレンジ
して楽しめる絵本です。

文
もん

様
よう

えほん

谷山 彩子

　服や置物の柄のみならず、テ
ープやシールなどにも使われる
おしゃれな「文様」。
　季節の文様、世界の文様、町
で見かける文様など、成り立ち
や名前も学ぶことができます。

ピアノデュオコンサート　デュエットゥ 12
[ 金 ]
/15《平成29年度　公共ホール音楽活性化支援事業》

▷開　演　午後６時
▷入場料　Ｓ席2,000円／Ａ席1,500円（全席指定）
▷発売日　好評発売中

※いずれの公演も、友の会・Ｕ25割引あり（コミネス
　窓口販売のみ）。身分証明書の提示が必要です。

みんなが知っている曲がたくさん、
光の演出も！
　第１部ではショパンの名曲「ノ
クターン第２番」、ラグタイム曲で
おなじみの「エンターテイナー」で
はサプライズも。第２部では映画
もののけ姫より「アシタカとサン」。
大人には郷愁を感じさせる「ニュー
シネマパラダイス」。曲のイメージ
を光で表現するなど、親子で楽し
めるプログラムです。

り ぶ ら ん
市立図書館

⃝チケット販売・問い合わせ先　☎�5300
⃝年末年始の休館日
　12月28日㈭から１月４日㈭まで

3
[ 日 ]
/ 4

▷開　演　午後２時
▷入場料　Ｓ席2,500円／Ａ席2,000円（全席指定）
▷発売日　友の会先行　12月11日㈪ 
　　　　　一般販売　　12月18日㈪
▷出　演　淡路人形座
▷内　容　戎

え び す

舞
ま い

、奥
お う

州
し ゅ う

秀
ひ で

衡
ひ ら

有
う

鬠
は つ の

壻
はなむこ

　鞍
く ら

馬
ま

山
や ま

の段ほか

淡路人形浄瑠璃
国指定重要無形民俗文化財



Facilities information

施 設 情 報

白
河
歴
史
人
物
伝

白
河
と
赤あ

穂こ
う

義ぎ

士し

の
縁え

に
し

中な
か

村む
ら

勘か
ん

助す
け

Vol.20

シ 

リ
ー
ズ
で
学
ぶ

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

白河で活躍するALT（外国
語指導助手）を紹介！

テイラー・マーリー先生
（アメリカ合衆国・ニューメキ
シコ州）
問本庁舎学校教育課　内2365

▲大屋小での授業の様子

日常で役立つ英語を教えたい

英語で一言！
If you can dream it,
　　　　  　you can do it!

「夢を持てば、叶えられる！」

Hello,fro
m

Around 
the World

ALT通信

(

１
６
５
６
～
１
７
０
３)

歴史民俗資料館（中田7-1 ／☎�2310）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※年末年始（12月28日㈭〜１月４日
　　　　　　㈭）は休館します。
◦入館料　無料
【催し案内】
◇平常展示
　「白河の歴史と文化」

白河集古苑（郭内1-73 ／☎�5050）
【利用案内】
◦開館時間　午前９時〜午後４時
◦休館日　毎週月曜日
　　　　　※年末年始（12月28日㈭〜１月４日
　　　　　　㈭）は休館します。
◦入館料　大人320円（250円）
　　　　　小中高生100円（80円）
　　　　　※（　）は20人以上の団体料金
　　　　　※毎週土曜日は小中高生入館無料
【催し案内】
◇企画展

「美術でつくる動植物園」
◦会　期　１月14日㈰まで
※会期中、市指定文化財「絹

け ん

本
ぽ ん

　著
ちゃく

色
しょく

仏
ぶ つ

涅
ね

槃
は ん

図
ず

」（谷
た に

文
ぶ ん

晁
ちょう

筆)を
　公開します。

《
赤
穂
義
士
と
白
河
》

　
間
も
な
く
迎
え
る
12
月
14
日
は

「
赤
穂
義
士
討
ち
入
り
の
日
」
と

し
て
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
義
士
の
中
に
は
、
白
河
と
縁
の

あ
る
者
も
い
ま
し
た
。
そ
の
１
人

が
中
村
勘
助
（
実
名
正ま

さ

辰と
き

）
で
す
。

な
ぜ
、
白
河
と
遠
く
離
れ
た
赤
穂

藩
（
兵
庫
県
赤
穂
市
）
が
関
係
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
そ
れ
は
、
白
河
が
多
く
の
大
名

が
入
れ
替
わ
っ
た
土
地
と
い
う
こ

と
に
理
由
が
あ
り
ま
す
。

　
白
河
を
治
め
た
大
名
に
、
松
平

（
結
城
）
家
が
い
ま
す
。
松
平
家

は
白
河
に
来
る
以
前
、
寛か

ん

文ぶ
ん

７
年

（
１
６
６
７
）か
ら
天て

ん

和な

２
年（
１ 

６
８
２
）の
間
、姫ひ

め

路じ

藩
主
で
し
た
。

　
勘
助
は
、
実
は
こ
の
松
平
家
の

家
臣
、
三み

田た

村む
ら

家
の
出
身
で
、
近

隣
の
赤
穂
藩
士
中
村
家
の
養
子
と

な
り
ま
す
が
、
実
家
の
三
田
村
は

転て
ん

封ぽ
う

で
白
河
に
移
り
、
遠
く
離
れ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

《
勘
助
の
妻
と
子
供
た
ち
》

　

討
ち
入
り
の
年
の
元げ

ん

禄ろ
く

15
年

（
１
７
０
２
）５
月
、
勘
助
は
妻
子

を
引
き
連
れ
白
河
に
来
て
、
三
田

村
家
に
彼
ら
を
預
け
て
江
戸
に
戻

り
ま
し
た
。
そ
し
て
12
月
に
討
ち

入
り
を
果
た
し
、
翌
年
２
月
、
切

腹
を
遂
げ
ま
し
た
。
48
歳
で
し
た
。

　
勘
助
の
切
腹
後
、
白
河
藩
の
親

類
は
一
時
謹
慎
、
妻
子
は
藩
内
の

別
の
親
類
に
御
預
け
と
な
り
ま
し

た
。
長
男
忠ち

ゅ
う

三ざ
ぶ

郎ろ
う

（
15
歳
）
は

成
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
伊
豆
大
島

に
島
流
し
と
な
り
、
の
ち
赦ゆ

る

さ
れ

ま
す
が
23
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　
次
男
勘か

ん

次じ

（
５
歳
）
も
15
歳
に

な
れ
ば
島
流
し
と
な
る
予
定
で
し

た
が
、
出
家
し
僧
侶
と
な
る
こ
と

で
赦
さ
れ
、
の
ち
松
平
家
の
菩
提

寺
の
僧
と
な
り
ま
し
た
。

　
妻
は
御
預
け
を
赦
さ
れ
て
藩
か

ら
生
活
費
を
受
け
、
享き

ょ
う

保ほ
う

７
年

（
１
７
２
２
）に
亡
く
な
り
ま
し
た
。

現
在
、
墓
が
関か

ん

川せ
ん

寺じ

に
あ
り
ま
す
。

ま
た
娘
は
藩
士
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。

　
日
本
史
と
の
意
外
な
関
わ
り
が

見
つ
か
る
の
が
、
白
河
の
歴
史
の

楽
し
み
の
一
つ
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

マイタウン白河（本町２／☎�7595）
◦休業期間　12月28日㈭〜１月４日㈭
【催し案内】
◇第28回白河美術協会歳末チャリティー展
◦開催期間　12月４日㈪〜10日㈰
◇写友 京 第４回写真展
◦開催期間　12月15日㈮〜18日㈪

大信公民館（大信増見字北田58 ／☎㊻2511）
【催し案内】
◇ロビー展「パステル画作品展」
◦開催期間　12月４日㈪〜27日㈬

《その他施設の年末年始休業情報》
しらかわカタールスポーツパーク・しらさかの森
スポーツ公園・その他スポーツ施設
◦休業期間　12月28日㈭〜１月４日㈭
白河関の森公園
◦休業期間　12月28日㈭〜１月３日㈬
市役所本庁舎・各庁舎・行政センター
◦休業期間　12月29日㈮〜１月３日㈬
※戸籍関係の届出は、本庁舎日直（警備員室）で
　随時お預かりします。

ひじりん館（大信増見字北田76-1 ／☎㊻3500）
【催し案内】
◇初売り大売出し
◦日　時　１月２日㈫・３日㈬／午前９時
　　　　　〜午後６時

　みなさんこんにちは。前回に引
き続きマーリーです。わたしのふ
るさとでは、クリスマスに向けて
道端や自宅の屋上にキャンドルを
使った飾りがたくさん並べられ、
街全体がとても幻想的になります。
また、わたしはクリスマスソング
を口笛で奏でることが得意です♪
　授業を担当している学校は、大
屋小・南中・大信中です。感謝祭
の文化を体験してもらったり、道
案内など、実際に使える英会話を
教えたりしています。白河市の子
どもたちは、勉強にも部活にも一
生懸命取り組んでいると思います。
一緒に話ができる給食の時間は、
とても楽しく、メニューが鶏の唐
揚げの時はさらに嬉しいです！

　英語の発音が上手になるために
は、洋楽などを聞くと効果的です。
カタカナで発音を覚えることは、
あまりおすすめしません。最初は
大変ですが、頑張りましょう！

谷文晁筆 仏涅槃図
(大

だい

統
とう

寺
じ

蔵、白河市歴史民俗資料館寄託)

斎
さ い

藤
と う

正
ま さ

夫
お

「命」
(白河市歴史民俗資料館蔵)

勘
助
妻
の
墓
（
関
川
寺
）

昭
和
46
年
に
発
見
さ
れ
関
川
寺
に
移
さ
れ
た
も
の

で
す
。
関
川
寺
に
は
三
田
村
家
の
墓
も
移
さ
れ
て

い
ま
す
。

中山義秀記念文学館（大信町屋字沢田25 ／☎�3614）
【利用案内】
◦開館時間　午前10時〜午後６時　
　　　　　※土・日・祝日は午後５時まで
◦休館日　毎週月曜日、祝日の翌日
　　　　　※金曜日が祝日の場合はその前日
　　　　　※年末年始（12月29日㈮〜１月３日
　　　　　　㈬）は休館します。
◦入館料　大人200円／小中学生100円
【催し案内】
◇テーマ展「中

な か

山
や ま

義
ぎ

秀
しゅう

と農民作家・小
お

川
が わ

秀
しゅう

年
ね ん

」
◦会　期　12月３日㈰まで
◇テーマ展「義秀小説原稿にみる書風変せん」
◦会　期　12月８日㈮から

翠楽苑（南湖公園内／☎�6888）
◇翠楽苑元旦無料開園
◦日　時　１月１日㈷／午前９時〜午後４時
◦入園料　無料
　　　　　※呈茶代（抹茶・生菓子）500円
◦休園日　元旦を除く12月28日㈭〜１月３日㈬
　　　　　まで休園

中村勘助像（昭和初期以前
の絵はがきより）

（白河市歴史民俗資料館蔵）
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「
震
災
復
興
音
楽
祭
」

参
加
者

平
成
30
年
度
看
護
学
生

福
島
大
学
白
河
サ
テ
ラ

イ
ト
教
室
後
期
講
座

書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回

収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

新
春
市
民
交
歓
会

消
防
団
出
初
パ
レ
ー
ド

年
末
年
始
の
ご
み
の
収

集
・
受
け
入
れ

年
末
年
始
の
交
通
事
故
防

止
県
民
総
ぐ
る
み
運
動

福
島
県
最
低
賃
金

労
働
困
り
ご
と
相
談
窓
口

ふ
く
し
ま
生
活
・
就
職

応
援
セ
ン
タ
ー

国
の
教
育
ロ
ー
ン

就
学
援
助
制
度

案
内

募
集

日にち 内　容 講　師

2/4㈰ 日本のリサイクル制度 福島大学経済経営学類
准教授　沼田 大輔氏

2/10㈯ アジアのリサイクル制度
～家庭ごみを中心に～ 福島大学共生システム

理工学類
准教授　南

なん

部
ぶ

 和
かず

香
か

氏2/18㈰ アジアのリサイクル制度
～家電を中心に～

3/10㈯ 欧米のリサイクル制度
～ごみステーションの観点から～ 福島大学経済経営学類

准教授　沼
ぬま

田
た

 大
だい

輔
すけ

氏3/18㈰ 欧米のリサイクル制度
～店頭回収の観点から～

市立図書館
りぶらん

市役所

楽蔵

ヨーク
ベニマル

（本町）

（中町）
（年貢町）

コミネス

開始地点

終了地点

コース（交通規制区間）

　
◦
出
願
期
間　
12
月
１
日
㈮
～
25

日
㈪

◦
学
科
試
験　
１
月
９
日
㈫

◦
面
接
試
験　
１
月
10
日
㈬

◦
試
験
科
目　
国
語
総
合
、
数
学

Ⅰ
、
英
語
Ⅰ
、
小
論
文

※
出
願
手
続
き
方
法
な
ど
、
詳
し

く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
募
集
要
項

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高
等
看

護
学
院
☎
�
４
０
８
１

　
　

　
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
・

発
展
を
願
い
、
音
楽
の
力
で
ま
ち

を
元
気
に
す
る
た
め
、
白
河
文
化

交
流
館
「
コ
ミ
ネ
ス
」
で
、
し
ら

か
わ
音
楽
の
祭
典
「
震
災
復
興
音

楽
祭
」
を
開
催
し
ま
す
。

◦
開
催
日　
３
月
11
日
㈰　

◦
会
場　
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）

◦
参
加
資
格　
①
市
内
在
住
・
在

勤
・
在
学
、
ま
た
は
本
市
出
身
者

②
本
音
楽
祭
の
趣
旨
に
沿
う
内
容

◦
受
講
料　
▽
一
括
受
講（
５
講

座
分
）
４
、０
０
０
円　

▽
個
別

受
講（
１
講
座
分
）
１
、０
０
０
円

◦
定
員　
各
講
座
40
人

◦
申
込
期
間　
12
月
11
日
㈪
～
１

月
26
日
㈮　
※
定
員
に
な
り
次
第

締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
方
法　
受
講
料
を
添
え
て

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３
８

３
　
市
で
は
、
市
内
の
小
・
中
学
校

に
通
う
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
で
、

経
済
的
に
お
困
り
の
保
護
者
の
方

に
給
食
費
や
学
用
品
費
な
ど
の
経

費
の
一
部
を
援
助
し
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
か
ら
、
一
定
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
に
は
、
入
学
前
に

「
新
入
学
児
童
生
徒
学
用
品
費
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
希
望
さ
れ
る
方
は

期
限
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
総
務
課
ま
た

は
入
学
す
る
小
・
中
学
校
事
務
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　　
市
消
防
団
に
よ
る
出
初
パ
レ
ー

ド
を
実
施
し
ま
す
。
市
民
を
守
る

消
防
団
員
の
行
進
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
当
日
は
、
交
通
規
制
お
よ
び

消
防
サ
イ
レ
ン
吹す

い
め
い鳴
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◦
日
時　
１
月
７
日
㈰
／
午
前
９

時
30
分
～
９
時
45
分

※
交
通
規
制
は
、
午
前
８
時
50
分

か
ら
実
施
し
ま
す
（
規
制
区
間
は

図
を
参
照
）。

◦
コ
ー
ス　
本
町
か
ら
中
町
ま
で

◦
サ
イ
レ
ン
吹
鳴　
午
前
７
時

問
本
庁
舎
生
活
防
災
課　
内
２
１

６
７

　
12
月
10
日
か
ら
１
月
７
日
ま
で

は
「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」
の
期
間
で

す
。

《
運
動
ス
ロ
ー
ガ
ン
》

　
あ
り
が
と
う

　
　
早
め
点
灯　
思
い
や
り

《
運
動
の
重
点
》

①
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止　
②

夕
暮
れ
時
や
夜
間
の
交
通
事
故
防

止
（
特
に
反
射
材
用
品
な
ど
の
着

用
の
推
進
）　
③
全
て
の
座
席
の

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底　
④

飲
酒
運
転
の
根
絶

問
本
庁
舎
生
活
防
災
課　
内
２
１

６
７

《
ご
み
の
収
集
（
指
定
袋
で
集
積

所
に
出
す
場
合
）》

▽
白
河
・
表
郷
地
域　
12
月
28
日

㈭
の
燃
え
る
ご
み
の
日
で
終
了
し
、

１
月
４
日
㈭
の
燃
え
る
ご
み
の
日

か
ら
開
始　

▽
大
信
地
域　
12
月
29
日
㈮
の
燃

え
な
い
ご
み
の
日
で
終
了
し
、
１

月
４
日
㈭
の
燃
え
る
ご
み
の
日
か

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

本
庁
舎
秘
書
広
報
課　
内
２
３
７

１
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表
郷

☎
�
２
１
１
１　
大
信
☎
�
２
１

１
１　
東
☎
�
２
１
１
１
／
白
河

商
工
会
議
所
☎
�
３
１
０
１
／
各

商
工
会　
表
郷
☎
�
３
０
６
５　

大
信
☎
�
２
０
７
０　
ひ
が
し
☎

�
２
７
７
９

　
白
河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、「
世

界
寺
子
屋
運
動
」
の
一
環
と
し
て

「
書
き
そ
ん
じ
ハ
ガ
キ
回
収
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
回
収
し
た
ハ
ガ
キ
は
、
１
枚
45

円
相
当
の
募
金
と
な
り
、
世
界
中

で
学
校
に
通
え
な
い
子
ど
も
約
６
、

１
０
０
万
人
、
読
み
書
き
の
で
き

な
い
大
人
約
７
億
５
、
８
０
０
万

人
に
学
び
の
場
（
寺
子
屋
）
を
提

供
す
る
た
め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間　
12
月
１

日
㈮
～
２
月
28
日
㈬　
※
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
外
で
も
随
時
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

◦
届
け
先
・
問
い
合
わ
せ
先　
白

河
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
（
本
庁

舎
教
育
総
務
課
内
）
内
２
３
８
３

ら
開
始　

▽
東
地
域　
12
月
29
日
㈮
の
燃
え

る
・
燃
え
な
い
ご
み
の
日
で
終
了

し
、
１
月
５
日
㈮
の
燃
え
る
ご
み

の
日
か
ら
開
始

《
ご
み
の
受
け
入
れ
（
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
む
場
合
）》

◦
休
業
期
間　
12
月
31
日
㈰
～
１

月
３
日
㈬

◦
受
入
開
始
日
　
１
月
４
日
㈭

◦
受
入
時
間
　
▽
平
日
　
午
前
９

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４
時　

▽
土
曜
日　
午
前
９
時
～
正
午

※
12
月
30
日
㈯
は
平
日
営
業

※
日
曜
日
・
祝
日
は
休
業

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
５
／
西
白
河
地
方
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
☎
�
３
５
５
８

◦
日
時　
１
月
４
日
㈭
／
午
後
４

時
か
ら　
※
午
後
３
時
30
分
か
ら

受
付
開
始

◦
会
場　
鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

◦
会
費　
２
、０
０
０
円

◦
申
込
方
法　
申
し
込
み
先
に
備

え
て
あ
る
申
込
書
に
会
費
を
添
え

て
、
12
月
22
日
㈮
ま
で
に
、
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日

会
場
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

で
あ
る
こ
と　
③
他
の
演
奏
を
鑑

賞
す
る
こ
と　

※
参
加
者
は
選
考
会
で
決
定
し
、

後
日
応
募
者
へ
通
知
し
ま
す
。

◦
応
募
期
限　
１
月
10
日
㈬

◦
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　
し
ら

か
わ
音
楽
の
祭
典
事
務
局
（
本
庁

舎
文
化
振
興
課
内
）
内
２
３
８
８

◦
テ
ー
マ　
「
欧
米
・
ア
ジ
ア
の

リ
サ
イ
ク
ル
制
度
の
今
」

　
◦
会
場　
市
立
図
書
館
り
ぶ
ら
ん

地
域
交
流
会
議
室
（
道
場
小
路
）

◦
時
間
　
午
後
２
時
～
４
時

◦
申
請
期
限　
１
月
31
日
㈬

◦
申
請
書
の
提
出
先　
入
学
す
る

市
内
の
小
・
中
学
校

問
本
庁
舎
教
育
総
務
課　
内
２
３

５
１

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
国
民
生
活

事
業
で
は
、
高
校
や
短
大
、
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
中
に
必
要
な

資
金
の
貸
し
付
け
を
し
て
い
ま
す
。

　
入
学
時
や
授
業
料
の
ほ
か
、
受

験
時
の
交
通
費
や
宿
泊
費
、
在
学

中
の
通
学
費
用
な
ど
に
も
利
用
で

き
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０
︲
０
０
８
︲
６
５
６

　
就
職
の
お
悩
み
に
、
専
任
の
相

談
員
が
き
め
細
か
に
対
応
し
ま
す
。

県
が
設
置
し
た
無
料
の
就
職
相
談

窓
口
で
、
県
内
就
職
希
望
者
は
誰

で
も
利
用
で
き
ま
す
。
予
約
制
の

面
談
を
行
い
ま
す
の
で
、
ま
ず
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
開
館
日
時　
月
曜
日
～
土
曜
日

／
午
前
10
時
～
午
後
７
時

◦
休
館
日　
日
曜・祝
日・年
末
年

始（
12
月
29
日
㈮
～
１
月
３
日
㈬
）

◦
場
所　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
白
河
ビ
ル
１
階

（
郭
内
）

問
同
セ
ン
タ
ー
白
河
事
務
所
☎
�

０
０
４
１

　
10
月
１
日
か
ら
最
低
賃
金
が
改

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
齢
や
パ
ー

ト
・
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
な
ど
の
働

き
方
の
違
い
に
か
か
わ
ら
ず
、
す

べ
て
の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

◦
時
間
額　
７
４
８
円

問
福
島
労
働
局
賃
金
室
☎
０
２
４

︲
５
３
６
︲
４
６
０
４

　
職
場
の
中
で
起
き
て
い
る
、
賃

金
や
退
職
、
人
間
関
係
な
ど
に
関

す
る
困
り
ご
と
や
疑
問
に
つ
い
て

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
相
談

は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
平
日
の
面
談
や
電
話
で
の
相
談

の
ほ
か
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
や
電
子
メ

ー
ル
で
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

問
県
労
働
委
員
会
事
務
局
☎
０
２

４
︲
５
２
１
︲
７
５
９
４
／
ＦＡＸ
０

２
４
︲
５
２
１
︲
７
５
９
６
／
Ｅ

メ
ー
ル roudousoudan@

pref.
fukushim

a.lg.jp
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第
36
回
福
島
県
高
等
学

校
総
合
文
化
祭

立
教
志
塾
定
例
研
修
会

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

復
興
応
援
！
歳
末
福
幸
市

ま
ち
か
ど

案
内

地
域
福
祉
計
画
等
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

水
道
管
の
凍
結

償
却
資
産（
固
定
資
産

税
）の
申
告

社
会
保
険
料（
国
民
年
金

保
険
料
）控
除
証
明
書

歴
史
民
俗
資
料
館
　

美
術
・
古
文
書
講
座

除
去
土
壌
等
の
搬
出
輸

送
開
始

食
品
ロ
ス
ゼ
ロ
に
向
け
て

要
介
護
認
定
者
の
障
害

者
控
除
・
医
療
費
控
除

話
番
号
・
希
望
講
座
名
を
来
館
ま

た
は
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。

◦
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

歴
史
民
俗
資
料
館
（
文
化
財
課
）

☎
�
２
３
１
０
／
FAX
�
２
２
５
６

「
第
２
期
白
河
市
地
域
福
祉
計
画

（
案
）」「
白
河
市
第
３
次
障
が
い

者
計
画
・
第
５
期
障
が
い
福
祉
計

画
・
第
１
期
障
が
い
児
福
祉
計
画

（
案
）」
の
内
容
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
広
く
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

◦
募
集
期
間　
１
月
25
日
㈭
～
２

月
８
日
㈭

◦
閲
覧
場
所　
本
庁
舎
社
会
福
祉

課
、
各
庁
舎
地
域
振
興
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
提
出
方
法　
本
庁
舎
社
会
福
祉

課
・
各
庁
舎
地
域
振
興
課
に
申
出

書
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
取
得
で

き
ま
す
の
で
、
必
要
事
項
を
記
入

し
、
持
参
・
郵
便
（
２
月
８
日
㈭

必
着
）・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
社
会
福
祉
課　
内
２
７

１
２

　
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
要
介
護

認
定
者
で
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
方
は
、「
障
害
者
控
除
対
象
者
認

定
書
」
の
交
付
を
受
け
る
こ
と
で
、

確
定
申
告
の
際
に
障
害
者
ま
た
は

特
別
障
害
者
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療

育
手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
申
告

時
に
手
帳
を
提
示
す
る
こ
と
で
控

除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
な
お
、
平
成
29
年
分
の
認
定
証

は
、
平
成
29
年
12
月
31
日
の
現
況

を
も
と
に
判
定
さ
れ
ま
す
の
で
、

交
付
は
１
月
以
降
と
な
り
ま
す
。

◦
申
請
方
法　
介
護
保
険
被
保
険

者
証
を
持
参
の
う
え
、
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

◦
申
請
受
付　
12
月
１
日
㈮
か
ら

《
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
》

　
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
を
初

め
て
受
け
る
介
護
保
険
要
介
護
認

定
者
は
、
医
師
が
発
行
す
る
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
を
提
示
す
る

こ
と
で
控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
２
年
目
以
降
の
方
で
、
一

定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
市
が

発
行
す
る
「
認
定
書
」
で
医
療
費

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
介
護
保

険
被
保
険
者
証
を
持
参
の
う
え
、

　　　
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
水
道
管
が
凍
り
、
破
裂
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に

水
道
管
を
点
検
し
、
凍
結
か
ら
守

り
ま
し
ょ
う
。

《
水
道
管
が
凍
結
し
た
場
合
》

　
凍
っ
て
し
ま
っ
た
部
分
に
タ
オ

ル
や
布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の

上
か
ら
ゆ
っ
く
り
ぬ
る
ま
湯
を
か

け
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
蛇

口
は
開
け
た
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず

閉
め
て
く
だ
さ
い
。

《
水
道
管
が
破
裂
し
た
場
合
》

　
不
凍
止
水
栓
を
締
め
て
水
を
止

め
て
か
ら
、
お
近
く
の
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

《
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
凍
結

防
止
》

　
使
い
古
し
の
毛
布
や
布
切
れ
、

発
砲
ス
チ
ロ
ー
ル
な
ど
を
濡
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
詰
め
て
、

保
温
し
て
く
だ
さ
い
。

問
水
道
部
☎
�
２
５
４
１　

　
平
成
30
年
１
月
１
日
時
点
に
お

い
て
、
市
内
に
事
業
用
資
産
・
リ

ー
ス
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方
に

は
、
償
却
資
産
の
申
告
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
申
告
期
限　
１
月
31
日
㈬

◦
申
告
方
法　
申
告
書
を
本
庁
舎

税
務
課
ま
た
は
各
庁
舎
地
域
振
興

課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
電
子
申
告

（
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
）
も
可
能
で
す
。

問
本
庁
舎
税
務
課　
内
２
１
３
１

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
今
年
納

め
た
全
額
が
、
所
得
税
お
よ
び
住

民
税
の
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。
控
除
を
受
け
る
た

め
に
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
ま
た

は
領
収
書
が
必
要
で
す
。
証
明
書

は
、
11
月
上
旬
ま
た
は
２
月
上
旬

に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。
な
お
、
ご
家
族
の
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
場
合
は
、

納
付
し
た
方
の
社
会
保
険
料
控
除

に
加
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
控
除
証
明
書
の
再
発
行
に
は
一

週
間
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
の
で
、
紛

失
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０
︲
０
０
３
︲
０
０
４
／

白
河
年
金
事
務
所
☎
�
４
１
６
１

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
事
務
手
続
き
上
、
当
日

交
付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

問
本
庁
舎
高
齢
福
祉
課　
内
２
７

２
５
／
各
庁
舎
地
域
振
興
課　
表

郷
☎
�
２
１
１
４　
大
信
☎
�
２

１
１
４　
東
☎
�
２
１
１
６

　　
県
で
は
、
忘
年
会
や
新
年
会
が

多
く
な
る
12
月
と
１
月
を
期
間
と

し
、
食
材
を
無
駄
な
く
使
い
切
り
、

お
い
し
く
食
べ
き
る
「
も
っ
た
い

な
い
！
食
べ
残
し
ゼ
ロ
推
進
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
家
庭
や
飲
食
店
で
は
、
食
べ

き
れ
る
分
だ
け
、
購
入
・
注
文
す

る
な
ど
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
て

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
環
境
保
全
課　
内
２
１

６
４

　
県
立
高
校
で
現
地
保
管
し
て
い

る
除
染
で
発
生
し
た
除
去
土
壌
等

を
、
大
熊
町
内
の
保
管
場
へ
搬
出

す
る
輸
送
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

◦
搬
出
元
、
搬
出
量
、
輸
送
期
間

▽
白
河
高
　
概お

お
む

ね
７
７
０
㎥
、
１

月
上
旬
か
ら
１
か
月
程
度

▽
白
河
旭
高　
概
ね
６
８
０
㎥
、

１
月
中
旬
か
ら
１
か
月
程
度

※
白
河
実
業
高
に
つ
い
て
は
、
10

月
下
旬
か
ら
輸
送
を
開
始
し
て
い

ま
す
。

問
環
境
省「
除
染
と
中
間
貯
蔵
施

設
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
窓
口
」

☎
０
１
２
０
︲
０
２
７
︲
５
８
２

（
受
付
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午

後
６
時
15
分　
※
日
・
祝
日
除
く
）

◦
日
時　
12
月
10
日
㈰
／
午
前
10

時
～
午
後
２
時

◦
会
場　
ＪＲ
バ
ス
磐
城
金
山
停
留

所
駐
車
場
（
表
郷
金
山
）

◦
内
容　
岩
手
県
大
槌
町
、
宮
城

県
南
三
陸
町
、
川
内
村
な
ど
の
物

産
品
販
売
、
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
屋
台
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
ほ
か

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
表
郷
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　
藤ふ

じ
た田

☎
０
８

０
︲
５
５
５
７
︲
７
０
７
２　

　
◦
日
時　
12
月
17
日
㈰
／
午
前
10

時
15
分
開
演
（
９
時
50
分
開
場
）

◦
会
場　
コ
ミ
ネ
ス

◦
内
容　
活
動
優
秀
校
に
よ
る
ス

テ
ー
ジ
公
演
、
作
品
・
研
究
成
果

の
展
示
発
表

問
福
島
県
高
等
学
校
文
化
連
盟
事

務
局
☎
０
２
４
︲
９
９
１
︲
７
３

１
３

◦
日
時
　
12
月
19
日
㈫
／
午
後
６

時
か
ら　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
鹿
島
ガ
ー
デ
ン
ヴ
ィ
ラ

（
北
中
川
原
）

◦
内
容　
▽
演
題
「
ア
ベ
ノ
ミ
ク

ス
を
総
括
す
る
」　

▽
講
師
　
株

式
会
社
東
邦
銀
行
相
談
役　
瀬せ

谷や

俊と
し

雄お

氏

問
（
公
財
）
立
教
志
塾
☎
�
１
４

２
７

《
Ｉイ

ンＮ　
Ｔ

ザＨ
Ｅ　
Ｗウ

イ

ン

ド

Ｉ
Ｎ
Ｄ
》

◦
日
時　
12
月
24
日
㈰
／
午
後
４

時
～
５
時　
※
入
場
無
料

◦
会
場　
え
き
か
ふ
ぇ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｒ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
（
郭
内
）

問
福
島
県
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
実
行

委
員
会　
遠え

ん
ど
う藤
☎
０
９
０
︲
１
４

９
６
︲
７
６
１
０

◦
日
に
ち　
１
月
18
日
㈭
・
19
日

㈮◦
会
場　
コ
ミ
ネ
ス
（
会
津
町
）

◦
内
容　
基
調
講
演
、
事
例
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

問
文
化
財
課
☎
�
２
３
１
０

《
美
術
講
座
（
寺
院
と
仏
像
）》

◦
日
に
ち　
１
月
11
日
・
25
日
、

２
月
８
日
・
22
日
、
３
月
８
日　

《
古
文
書
講
座
（
初
心
者
向
け
）》

◦
日
に
ち　
１
月
12
日
・
26
日
、

２
月
９
日
・
23
日
、
３
月
９
日　

＝
共
通
＝

◦
時
間　
午
後
１
時
30
分
～
３
時

30
分

◦
会
場　
市
産
業
プ
ラ
ザ
人
材
育

成
セ
ン
タ
ー
（
中
田
）

◦
受
講
料　
無
料

◦
定
員　
各
30
人　
※
申
し
込
み

多
数
の
場
合
は
抽
選

◦
申
込
期
間　
12
月
11
日
㈪
～
22

日
㈮

◦
申
込
方
法　
住
所
・
氏
名
・
電

第
15
回
全
国
城
跡
等
石

垣
整
備
調
査
研
究
会
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【健康マイレージ対象】　300ポイント

【健康マイレージ対象】　200ポイント

■子宮頸
けい

がん・骨粗しょう症検診を
　受けましょう

■「ひきこもり」で悩んでいませんか？

■予防接種を受けましょう
Child rearing information

子育て情報
妊娠・出産、中学生までの

Health information

保健情報
成人向けの

月のいきいき健康チャレンジ相談会
実施日 開始時間 会　場
16日㈫ 13:30～ アナビースポーツプラザ
17日㈬ ９:45～ 大信保健センター
19日㈮ ９:45～ 表郷保健センター
24日㈬ ９:45～ 東保健センター
31日㈬ ９:30～ 中央保健センター

１

《小学校入学前の麻しん風しん第２期予防接種》
　１歳時に受けた麻しん風しん予防接種の抗体を
確かなものにするため、小学校入学前に２回目の
予防接種を行います。近年、海外渡航者から麻し
ん感染が広がる例も見受けられます。まだ受けて
いない方は、早めに受けましょう。
◦対象者　平成23年４月２日～平成24年４月１
　　　　　日生まれの方
◦接種期間等　平成30年３月31日までに１回

　「ひきこもり」とは、６か月以上にわたって自
宅にとどまり続けている状態を言います。例えば、
学校を中退・卒業したまま仕事をしないでずっと
家にいる、家族との会話がほとんど無く、顔を合
わせても避けようとする、などです。

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112 ■すこやかな妊娠と出産のために
《妊娠届はお早めに》
　安心して赤ちゃんを産み、すこやかに育てるた
めに大切なのは、ママの健康です。妊娠は、うれ
しい気持ちと同時に、「おなかの赤ちゃんは元気か
な」など不安もあるかもしれません。
　妊娠と分かったら、医師に出産予定日を確認の
うえ、できるだけ早く（11週頃までに）妊娠届
出をし、母子健康手帳などの交付を受け、妊婦健
診を受診しましょう。
　正しい知識を持って、体の調
子を整え出産にのぞめるよう、
母子健康手帳交付時にも保健師
と個別相談ができます。心配な
ことがあれば、ご相談ください。

■心の健康相談

■関辺小児童クラブまもなく完成　眠れない、イライラする、生きていくのがつら
いなど、心の悩みをお持ちの方や、ひきこもりの
本人や家族の方を対象に、専門の医師による個別
相談を開催します。
　また、電話による相談も随時受け付けています。

　待機児童解消と施設環境改善のため建設中の、
関辺小放課後児童クラブが
まもなく完成します。同児
童クラブは「関辺せきさん
児童クラブ」・「関辺みらく
る児童クラブ」として、
12月下旬に開所予定です。

　子宮頸がんは、20歳から30歳
代までの若い世代に急増してい
て、生命の危険性だけでなく、妊
娠や出産の可能性をも奪ってしま
う、人生に大きな影響を及ぼす病
気です。子宮頸がんの予防と早期発見のため、定
期的に検診を受けましょう。
　また、骨粗しょう症は、骨に含まれるカルシウ
ムが減り、骨がもろくなる病気です。ひどくなる
と、ちょっとしたことで骨折し、寝たきりの原因
となる場合もあります。検診で骨密度を確認し、
予防に努めましょう。

《「ひきこもり」の原因》
　成績の低下・いじめ・職場不適応・病気など原
因はさまざまで、はっきりしないこともあります。
《ひきこもっている人への理解》
　多くの人は、自信が持てず、物事を悲観的に考
えがちで、社会や家庭の中で役割を果たせていな
いことを気にかけています。
《家族の接し方》
・ひきこもりを否定せず、温かく見守りましょう。
・朝晩の挨拶など、コミュニケーションに心がけ
　ましょう。
・解決には時間がかかると考え、焦らないように
　しましょう。
・家族自身も健康に心がけ、相談相手や仲間を探
　し、孤立しないようにしましょう。
◎まずは相談してみましょう
　相談は、本人でも家族でも構いません。
▷健康増進課成人健康係☎�2114
▷県南保健福祉事務所障がい者支援チーム☎�5649
▷県ひきこもり支援センター☎024-546-0006
（火～土曜日／午前９時30分～午後５時30分）
　Eメール：soudan-fukushima@gaea.ocn.ne.jp

◦相談日　１月12日㈮
◦受付時間　午後０時45分～１時15分　※要予約
◦会　場　中央保健センター（北中川原）
◦申込先　健康増進課☎�2114

◦資　格　保育士資格を有する方
◦勤務時間　▷月曜日～土曜日までのうち５日間
　　　　　　（祝日および年末年始を除く）
　　　　　▷午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　（休憩１時間含む）
　　　　　※上記時間は基本的な勤務時間です。
　　　　　　早番・遅番があります。
◦勤務場所　さくら保育園・わかば保育園・お
　　　　　もてごう保育園・ひがし保育園・
　　　　　たいしん保育園・関の森保育園
　　　　　※勤務保育園は要相談
◦賃　金　▷日額7,400円～7,800円（経験
　　　　　　年数による）
　　　　　▷通勤手当（２ｋｍ以上より支給）
◦社会保険等　健康保険・厚生年金・雇用保険・
　　　　　労災保険加入
◦応募方法　こども育成課保育係にお電話ください。
◦その他　希望する勤務条件などがある場合
　　　　　は、お気軽にご相談ください。

《日本脳炎予防接種特例制度》
　平成17年度から21年度にかけて、日本脳炎予
防接種の積極的な勧奨が控えられていた時期に、
接種対象となっていた方に対して特例制度が設け
られています。特に、現在高校
３年生で未接種分がある方は、
進学などで地元を離れる前に受
けるようにしましょう。
◦対象者　平成９年12月１日～
　　　　　平成19年４月１日生まれの方
◦接種期間等　20歳となる前日までに合計４回

◦検診日　12月12日㈫・21日㈭・22日㈮
◦受付時間　①午前９時～10時30分
　　　　　②午後１時～２時
◦会　場　中央保健センター
◦対象者　
　平成30年３月31日までに該当年齢に到達する方
▷子宮頸がん検診
　20歳以上の女性で昨年度集団・個別検診を受
　診していない方
▷骨粗しょう症検診
　40歳・45歳・50歳・55歳・60歳・65歳・70
　歳の女性の方
◦その他
・過去３年間に子宮頸がん検診を受診した方と、
　骨粗しょう症検診該当年齢の方には、受診録を
　送付しています。
・初めて受診を希望される方は、健康増進課また
　は各庁舎でお申し込みください。
・検診日に受診できない場合、２月28日㈬まで
　個別検診での受診が可能です。詳しくは、４月
　に配布した「平成29年度市民検診のお知らせ
　（保存版）」をご覧ください。

★保育士を
　募集しています

子どもたちの
笑顔の中で、
一緒に働きま
せんか？

《母子健康手帳交付健康セミナー》
◦日　時　毎週月曜日／午前９時～正午
　　　　　※月曜日が祝日の場合は火曜日に実施
　　　　　※ほかの日時を希望される方は、お問
　　　　　　い合わせください。
◦会　場　子育て世代包括支援センター（本庁舎
　　　　　こども支援課内）
◦内　容
▷母子健康手帳・父子健康手帳・妊産婦一般健
　康診査受診票の交付および使い方について
▷パパママ講座・こんにちは赤ちゃん訪問事業
　など、妊産婦への母子保健サービスについて
▷個別相談

問本庁舎こども支援課　内2717

問健康増進課(中央保健センター)☎�2112

問本庁舎こども育成課　内2736

◎市では、お父さんのための育児マニ
　ュアル「父子健康手帳」を交付して
　います。
　これでイクメンパパの第１歩を！



<愛の基金>
♥５万円　　秡川 恵　様（久田野）
♥５万円　　ＮＰＯ法人極真カラテ門馬道場師範　門馬 智幸　様
♥１万円　　矢田部 正勝　様（東千田）
♥５千円　　金勝寺ボランティア　佐藤 力　様
<ふるさと文化振興基金>
♥１万円　　白河盆栽山野草会　様
<学校給食への提供>
♥小松菜　　江戸川学校給食友の会　代表　小原 英行　様

あたたかい善意をありがとうございました。

（10月受付分）

善意の窓

１ 月の無料相談

種　類 開設日 時　間 会　場・問い合わせ先 内　容

弁護士法律相談
（要予約）

9日㈫ 10:00 〜 12:00 ◦東農業技術センター
問東庁舎地域振興課☎�2111 多重債務、離婚・相続

問題などの法的なトラ
ブル、被災者の抱える
二重ローン問題の相談
など

 10日㈬
24日㈬

①10：00 〜 12：00
②13：00 〜 16：00 ◦消費生活センター（本庁舎地下）

問消費生活センター☎�1133
　（平日／午前９時〜午後５時）

17日㈬ 10:00 〜 12:00

31日㈬ 13:00 〜 16:00
市民あったか相
談所

月〜金
曜日 8:30 〜 17:15 ◦本庁舎生活防災課（１階）

問本庁舎生活防災課内専用電話☎�1717 市行政等に関する相談

心配ごと相談 ９日㈫
23日㈫ 10:00 〜 12:00 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問社会福祉協議会☎�4222
生計、家族に関するこ
となど

障がい者相談会
（要予約） 23日㈫ 13:30 〜 ◦本庁舎地下第４会議室

問本庁舎社会福祉課　内2714 障がいに関する相談
心の健康相談
（要予約） 17日㈬ 13:30 〜 15:00 ◦県南保健福祉事務所（郭内）

問県南保健福祉事務所☎�5649
うつ状態、ひきこもり
などに関すること

認知症の人と家
族の会 28日㈰ 13:30 〜 15:30 ◦中央老人福祉センター「白寿園」（北中川原）

問同県南地区事務局☎�2394
認知症本人と家族の相
談や話し合いなど

ハートコール
（いじめ等相談電話）

月〜金
曜日 ９:00 〜 18:00 問ハートコール相談専用電話

　☎0800-800-1893（フリーダイヤル）
児童・生徒のいじめ等
に関する相談

１ 月の休日救急医療当番医

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

８日㈷
小 児 科 わたなべ子どもクリニック �2166
内科・外科 よこむら整形外科クリニック �1455
歯 　 科 内 藤 歯 科 ク リ ニ ッ ク �7252

14日㈰
小 児 科 ねもとキッズクリニック �5623
内科・外科 鈴 木 ホ ー ム ク リ ニ ッ ク �8181
歯 　 科 国 井 歯 科 医 院 �2558

21日㈰
小 児 科 樋 口 小 児 ク リ ニ ッ ク �2040
内科・外科 千 葉 医 院 �2080
歯 　 科 吉 田 歯 科 ク リ ニ ッ ク �1661

28日㈰
小 児 科 関 医 院 �3003
内科・外科 つかはら内科クリニック �1011
歯 　 科 九 番 町 歯 科 ク リ ニ ッ ク �3711

診療日 診療科目 医療機関名 電話番号

１日㈷
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯 　 科 山 本 歯 科 医 院 �2888

２日㈫
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯 　 科 よ し な り 歯 科 医 院 �3020

３日㈬
小 児 科 白 河 厚 生 総 合 病 院 �2211
内科・外科 会 田 病 院 �2121
歯 　 科 白 河 歯 科 ク リ ニ ッ ク �7133

７日㈰
小 児 科 み う ら 小 児 ク リ ニ ッ ク �1001
内科・外科 しらかわ腎泌尿器内科クリニック �2311
歯 　 科 和 田 歯 科 医 院 �4180

１ 月の事業所献血

期 日 実施事業所 所在地 時　間
３日㈬ ベイシア白河モール店 老 久 保 11:30〜16:30

16日㈫
㈱朝日ラバー白河工場 萱 根 9:30〜11:30

社会福祉協議会大信支所 大信増見 13:30〜15:00

㈱光陽社 大信中新城 15:30〜17:00

28日㈰ ヨークベニマル横町店
ヨークベニマル昭和町店

横 町
昭 和 町

11:30〜13:30
14:30〜16:30

『
国
を
開
い
た
勇
者
た
ち
』

　
18
世
紀
初
め
。
紀
州
か
ら
将
軍
家
を
継
い
だ

吉
宗
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
深
い
関
心
を
持
つ
。
洋

書
輸
入
禁
止
令
を
緩
和
し
、
青
木
昆こ

ん

陽よ
う

ら
に
蘭

語
修
得
を
命
ず
る
。毎
年
参
府
す
る
商
館
長
に
、

お
国
の
政
治
体
制
や
地
理
、
軍
事
の
御
下
問
を

す
る
。
馬
好
き
な
吉
宗
は
、
日
本
馬
の
体
格
改

良
の
た
め
、
大
型
の
ア
ラ
ビ
ア
馬
の
導
入
も
図

っ
た
。「
暴
れ
ん
坊
将
軍
」
の
馬
が
大
き
い
の

は
、
そ
の
せ
い
か
も
し
れ
な
い
。

　
田
沼
時
代
に
は
、「
蘭
学
・
洋
学
」
の
気
運
が

高
ま
る
。長
崎
で
蘭
語
を
学
ん
だ
前
野
良り

ょ
う

沢た
く

は
、

人
体
の
解
剖
書
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア
ナ
ト
ミ
ア
』

の
翻
訳
に
取
り
組
み
、『
解
体
新
書
』
を
完
成
さ

せ
た
。
風
変
わ
り
な
平
賀
源
内
も
、
蘭
語
を
駆

使
し
、
エ
レ
キ
テ
ル
の
実
験
な
ど
、
天
賦
の
才

を
発
揮
す
る
。
次
第
に
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
恐
怖

が
薄
れ
、
西
洋
近
代
へ
の
畏
敬
が
高
ま
る
。

　
定
信
が
登
場
す
る
。
定
信
は
、
海
外
開
放
へ

の
流
れ
に
逆
ら
っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
洋
学

を
禁
じ
、在
野
の
海
防
論
を
抑
え
込
ん
だ
り
と
。

体
制
の
守
護
者
の
目
に
、
西
洋
へ
の
接
近
は
、

足
元
を
崩
す
懸
念
が
あ
る
と
映
る
。
長
崎
貿
易

を
縮
小
し
、
幕
府
通
知
の
誤
訳
を
理
由
に
通
詞

を
処
分
す
る
な
ど
、
統
制
を
強
め
た
。

　
そ
の
一
方
で
、
幅
広
く
洋
書
を
収
集
し
、
翻

訳
局
の
拡
充
も
図
っ
た
。
ま
た
、
元
長
崎
通
詞

の
石
井
庄
助
を
白
河
藩
で
召
し
抱
え
、
洋
学
の

基
礎
と
な
っ
た
蘭
語
辞
書
『
ハ
ル
マ
和わ

解げ

』
を

作
成
さ
せ
た
。
定
信
も
世
界
情
勢
に
並
々
な
ら

ぬ
関
心
を
示
し
、通
詞
の
技
量
を
認
め
て
い
た
。

　
江
戸
時
代
は
、
い
わ
ゆ
る
「
鎖
国
」
を
と
っ

て
い
た
。
と
い
っ
て
も
、
完
全
に
国
を
閉
ざ
し

て
い
な
い
。
外
国
と
接
す
る
場
所
を
限
定
し
、

幕
府
が
直
接
的
・
間
接
的
に
管
理
す
る
体
制
を

「
鎖
国
」
と
表
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

　
日
本
に
は
対
外
上
、４
つ
の
窓
口
が
あ
っ
た
。

長
崎
で
は
オ
ラ
ン
ダ
と
中
国
。
対
馬
は
朝
鮮
、

薩
摩
は
琉
球
、
松
前
は
ア
イ
ヌ
。
朝
鮮
と
琉
球

は
、
正
式
な
国
交
を
持
つ
「
通
信
国
」。
他
は

私
的
な
貿
易
関
係
だ
っ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
は
西
洋

の
窓
と
し
て
、
日
本
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

た
。
出
島
に
置
か
れ
た
商
館
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
東

イ
ン
ド
会
社
」
の
日
本
支
店
。

　
オ
ラ
ン
ダ
語
は
、
長
崎
の
「
通つ

う

詞じ

」
が
担
っ

た
。
通
詞
と
は
、
長
崎
奉
行
が
現
地
で
採
用
し

た
役
人
。
30
戸
程
度
の
世
襲
制
で
、
幼
い
頃
か

ら
蘭
語
を
学
び
、
相
当
の
語
学
力
を
持
っ
て
い

た
。
通
訳
や
貿
易
業
務
の
ほ
か
、
オ
ラ
ン
ダ
船

が
も
た
ら
す
海
外
情
報
の
翻
訳
も
行
っ
た
。

　
幕
府
は
貿
易
許
可
の
条
件
と
し
て
、
ス
ペ
イ

ン
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
等
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
動
き
を

報
告
す
る
よ
う
義
務
付
け
た
。『
オ
ラ
ン
ダ
風ふ

う

説せ
つ

書が
き

』
と
よ
ば
れ
る
情
報
誌
は
、
世
界
を
知
る
上

で
、重
要
な
回
路
だ
っ
た
。
幕
府
の
指
導
者
は
、

風
説
書
か
ら
相
当
の
知
識
を
得
て
い
た
。

　
世
紀
末
、
ロ
シ
ア
が
北
か
ら
揺
さ
ぶ
る
。
ラ

ク
ス
マ
ン
が
漂
流
民
、
大だ

い

黒こ
く

屋や

光こ
う

太だ

夫ゆ
う

を
伴
い

根
室
へ
。
12
年
後
、
国
書
を
携
え
て
レ
ザ
ノ
フ

が
長
崎
へ
。「
鎖
国
は
祖
法
」
と
追
い
返
す
幕

府
。
怒
る
軍
船
は
、
蝦
夷
地
を
攻
撃
。

　
ア
メ
リ
カ
の
捕
鯨
船
は
、
水
と
食
料
を
求
め

近
づ
く
。
海
の
覇
者
イ
ギ
リ
ス
は
、
強
引
に
長

崎
に
入
港
す
る
。
幕
府
は
異
国
船
打
払
令
を
発

す
る
が
、
時
代
錯
誤
。
ア
ヘ
ン
戦
争
で
清
が
イ

ギ
リ
ス
に
屈
服
し
、
香
港
を
割
譲
し
た
。
も
は

や
蘭
語
だ
け
で
は
通
用
し
な
い
。
通
詞
は
英
仏

語
に
猛
然
と
力
を
入
れ
る
。

　
黒
船
が
き
た
。
幕
府
は
、
思
い
の
ほ
か
冷
静

に
対
応
し
た
。
来
襲
を
想
定
し
て
い
た
こ
と
も

あ
る
が
、
通
詞
の
力
量
も
あ
っ
た
。
ひ
と
り

の
通
詞
が
旗
艦
に
近
づ
き
、"I can speak 

D
utch!"

と
呼
び
か
け
る
。
即
座
に
理
解
し
た

艦
隊
の
通
訳
と
、オ
ラ
ン
ダ
語
で
話
し
始
め
る
。

ペ
リ
ー
は
『
日
本
遠
征
記
』
で
、
堀
達
之
助
の

語
学
力
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　

翌
年
、
日
米
和
親
条
約
の
交
渉
が
始
ま
る
。

日
本
の
主
席
通
詞
は
森
山
栄
之
助
。
森
山
は
、

両
代
表
が
対
峙
す
る
場
で
も
、
笑
顔
さ
え
見
せ

余
裕
の
振
る
舞
い
。
ペ
リ
ー
は
見
事
な
英
語
に

驚
き
、
条
約
の
成
立
を
確
信
し
た
と
い
う
。

　
条
約
交
渉
は
国
益
を
か
け
た
真
剣
勝
負
で
あ

り
、
一
字
一
句
に
身
を
削
る
過
酷
な
仕
事
。
彼

ら
は
歴
史
の
表
舞
台
に
は
出
て
こ
な
い
。だ
が
、

迫
り
く
る
西
洋
列
強
に
言
語
で
渡
り
あ
い
、
近

代
の
扉
を
開
い
た
陰
の
功
労
者
だ
っ
た
。

市長の手控え帖
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「マチイロ」は、アプリのダウンロードと簡単な
個人設定で、いつでもどこでも「広報しらかわ」
を読むことができます。

《マチイロ》 アプリで情報チェック
「広報しらかわ」は、環境にや
さしい再生紙と植物油インキを
使用しています。
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広
報
し
ら
か
わ

2017．
12．

１
　
N
o.145

おとめ食堂

住　　所：東釜子字大師山58-9
電　　話：0248-34-2642
営業時間：11:00 ～ 15:00
　　　　　（品切れ次第終了）
定 休 日：金曜日
駐 車 場：有り

小峰城の「おとめ桜」が店名の由来
初代の業

わざ
と思いを受け継ぎ、2代目店主が腕を振るう

①飽きのこないスープが特徴の『手打ラーメン』　②塩味のスープに自家製ラー油がくせ
になる『からしたんめん』　③2代目の洋さん。現在、ひがし商工会青年部長も務める

①

③②

　1964年、東京オリンピックの年に和尚壇で創業した「おとめ
食堂」は、平成元年に東釜子に移転し、今は2代目の五

い が ら し

十嵐洋
ひろし

さ
ん（35歳）が腕を振るいます。自慢の手打麺は、「とら食堂」（双石）
で修行した初代で父の勉

つとむ

さんから直伝されたもので、「数は出せな
くても、来てくれたお客様に喜んでもらえるような仕事をする」
という思いも一緒に受け継いでいます。
　おすすめは『手打ラーメン』。あっさりとしながらもコクのあ
る鶏がら醤油スープが、手打麺に絡みます。また、自家製ラー油
がくせになる塩味の『からしたんめん』も人気の一杯です。

締めの一杯

第20回

白河は全国的にも知られるラーメ
ン処で、市内には100軒を超す店
が点在しています。毎月、おすす
めの一杯を紹介します。

今月号の

浅川

石川

白河

白河消防署
東分署

市立ひがし幼稚園

田園菓子工房
こんない

川島理容

県道白河石川線

キッチンぐるめ・

・
・

11

地域の風になる
地域おこし協力隊員の活動と
　　　　　発見した地域の魅力

◀大石さんが描いた絵手紙
東地区隊員

大
お お

石
い し

 秀
ひ で

敏
と し

▼蔵を改修して開いた蔵カフェ
「さんぽみち」（東釜子）

さん
　私は広島生まれの60代です。仕事のために海外に出ました。
故郷に恩返しができないかと考え、地域おこしを選択しました。
　ここでは、小学生と挨拶をかわし、畑仕事の合間に、通りが
かりの方と話します。ゆったりと流れる時間に浸かっていると、
「なんと急いで生きてきたことか」と感じます。ここに来て１
年半が過ぎました。いつまでもよそ者でいるわけにはいかず、
自分がこの地で何ができるかと考えました。似顔絵を描き、カ
フェ「さんぽみち」を開店しました。何をなしたか墓標に刻む
覚悟で、仕事に取り組んでいます。よろしくお願いします。
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